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Ⅰ 調査及び報告書の概要 

 

1．調査の目的 

本市では、平成 27 年度から始まる予定の「子ども・子育て支援法」に基づく新たな制度（以

下「子ども・子育て支援新制度」といいます。）の下、次の世代を担う子どもの育成やその家族

の支援などを目的とする新たな計画を策定します。本調査は計画策定の基礎デ－タとするため、

2 つの目的で実施しました。 

①就学前児童及び小学生の保護者の子育てに関する意識・意見を把握すること。 

②子ども・子育て支援事業計画で定める教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業量を推計

する基礎デ－タを得ること。 

 

 

2．調査の実施概要 

 

項目 区分 配付数 回収数 回収率 

調査対象 

就学前 1,500 票 746 票 49.7％ 

小学生 500 票 207 票 41.4％ 

対象者の抽出方法 住民基本台帳からの無作為抽出 

調査期間 平成 25 年 11 月 11 日 ～ 平成 25 年 12 月 13 日 

調査方法 郵送による配付・回収 

 

＜小学校区別の配布数・回収数＞ 

就学前児童 戎 旭 穴師 上條 浜 条東 条南 楠 合計 

配布数（人） 211 195 208 173 121 154 249 189 1,500 

回収数（人） 86 111 97 69 71 69 117 96 746 

回収率（％） 40.8% 56.9% 46.6% 39.9% 58.7% 44.8% 47% 50.8% 49.7% 

小学生 戎 旭 穴師 上條 浜 条東 条南 楠 合計 

配布数（人） 58 74 58 65 56 47 73 69 500 

回収数（人） 23 26 22 29 25 15 28 31 207 

回収率（％） 39.7% 35.1% 37.9% 44.6% 44.6% 31.9% 38.4% 44.9% 41.4% 

*校区名未回答は就学前児童で 30名、小学生で 8名（非表示）  
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3．報告書の構成 

報告書は以下の構成となっています。 

Ⅰ 調査及び報告書の概要 

調査の目的、実施概要とともに、報告書の構成と読み方を記載しています。 

Ⅱ 調査結果 

調査目的の 1つ「子育てに関する意識・意見を把握する設問」について、「Ⅱ－1就学

前児童」「Ⅱ－2 小学生」に区分して調査結果を記載しています。 

調査目的の 2 つ目「国が定めたニ－ズ量推計に用いる設問（国の必須項目）」につい

ては、該当する設問に「ニ－ズ量推計基礎デ－タ」と表示しています。 

（参考）調査結果を用いたニ－ズ量推計手順概略 

調査結果を用いたニ－ズ量推計の算出手順を記載しています。（手順に基づき算出す

るニ－ズ量推計値は別途） 

 

 

4．報告書の読み方 

調査の分析結果を読む際の留意点は、次のとおりです。 

○ 「調査結果」の図表は、原則として回答者の構成比（百分率）で表現しています。 

○ 「n」は、「Number of case」の略で、構成比算出の母数を示しています。 

○ 百分比による集計では、回答者数（該当質問においては該当者数）を 100％として算出し、本

文及び図表の数字はすべて小数点第 2 位以下を四捨五入し、小数第 1 位まで表記します。この

ため、各項目の合計が 100％にならないこと、複数項目の合算値が 0.1％の範囲で異なること、

複数回答の設問では各項目の合計が 100％を超えることがあります。 

○ 図表中の「0.0」は四捨五入の結果又は回答者が皆無であることを表します。 

○ 回答者を限定する設問は、回答者数が極端に少ない場合があり、結果の取り扱いに注意が必要

です。 
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Ⅱ 調査結果 

Ⅱ－1 就学前児童 

1．家族構成及び育児環境の状況 

 

問 1 あなたがお住まいの小学校区名をお答えください。（1つに○） 

○ 小学校区別の回答者割合は、「上條小学校区」「浜小学校区」「条東小学校区」は 9％台、その他

の校区は 10％台です。 

11.5 

14.9 

13.0 

9.2 

9.5 

9.2 

15.7 

12.9 

4.0 

0% 10% 20%

戎小学校区

旭小学校区

穴師小学校区

上條小学校区

浜小学校区

条東小学校区

条南小学校区

楠小学校区

未回答

ｎ=746

問1 小学校区

 

○ 回答者の小学校区別割合は、実際の校区別の対象児童数割合と概ね同じ割合となっています。 

 

（参考）実際の 0～5歳児小学校区別割合（ｈ25.4.1） 

戎 旭 穴師 上條 浜 条東 条南 楠 

14.2% 12.7% 13.9% 11.6% 8.2% 10.4% 16.4% 12.6% 
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問 2 調査にお答えいただく方はどなたですか。（あて名のお子さんからみた関係）（1つに○） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 調査への回答者は、「母親」89.5％です。 

89.5 5.6

1.5

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親 父親 その他 未回答

問2 回答者

n=746

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

 

 

 

問 3 あて名のお子さんが一緒に住んでいる人はどなたですか。（あて名のお子さんから見た関係）

また、近所に祖父母が住んでいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 家庭の状況は、「父と母と一緒に住んでいる」89.1％が最も多く、「祖母が近所に住んでいる」

23.7％、「祖父が近所に住んでいる」19.8％が続きます。 

89.1 

23.7 

19.8 

7.0 

5.2 

4.4 

0.4 

3.8 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父と母と一緒に住んでいる

祖母が近所に住んでいる

祖父が近所に住んでいる

祖母と一緒に住んでいる

母と一緒に住んでいる（母子家庭）

祖父と一緒に住んでいる

父と一緒に住んでいる（父子家庭）

その他

未回答

ｎ=746

問3 同居者

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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問 4 お子さんの生年月日は、次のうちのどれに該当しますか。（1つに○） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ お子さんの年齢は「0歳」～「5 歳」とも 14～17％台で概ね均等です。（年齢はｈ25.4.1 時点） 

○ 回答者の小学校区別年齢割合は下表のとおりです。 

 

合計 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 未回答

746 132 120 118 126 120 105 25

100.0 17.7 16.1 15.8 16.9 16.1 14.1 3.4

86 16 10 14 14 17 15 0

100.0 18.6 11.6 16.3 16.3 19.8 17.4 0.0

111 21 17 15 22 17 19 0

100.0 18.9 15.3 13.5 19.8 15.3 17.1 0.0

97 20 20 17 16 17 7 0

100.0 20.6 20.6 17.5 16.5 17.5 7.2 0.0

69 9 14 10 14 11 11 0

100.0 13.0 20.3 14.5 20.3 15.9 15.9 0.0

71 14 10 15 15 9 8 0

100.0 19.7 14.1 21.1 21.1 12.7 11.3 0.0

69 15 9 8 12 15 10 0

100.0 21.7 13.0 11.6 17.4 21.7 14.5 0.0

117 19 18 21 19 19 21 0

100.0 16.2 15.4 17.9 16.2 16.2 17.9 0.0

96 16 19 18 14 15 14 0

100.0 16.7 19.8 18.8 14.6 15.6 14.6 0.0

全体

戎小学校区

旭小学校区

穴師小学校区

上條小学校区

浜小学校区

条東小学校区

条南小学校区

楠小学校区

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

 

○ 回答した児童年齢割合は、実際の年齢別割合と概ね同じ割合となっています。 

 

（参考）実際の年齢別人口割合（ｈ25.9.30） 

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 

16.6% 16.5% 17.2% 15.9% 16.7% 17.2% 
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問 5 あて名のお子さんの子育てを主に行っている方はどなたですか。（あて名のお子さんからみた

関係）（1 つに○） 

○ 子育てを主に行っている方は、「主に母親」47.3％、「父母ともに」46.9％が多くなっています。 

○ 年齢別のクロス集計結果をみると、2 歳では「主に母親」がやや多く、3 歳では、「父母ともに」

がやや多くなっています。小学校区別の結果は全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

合計 父母とも 主に父親 主に母親 主に祖父
母

その他 未回答

746 350 3 353 5 9 26

100.0 46.9 0.4 47.3 0.7 1.2 3.5

132 65 1 65 1 0 0

100.0 49.2 0.8 49.2 0.8 0.0 0.0

120 55 0 64 0 0 1

100.0 45.8 0.0 53.3 0.0 0.0 0.8

118 48 0 69 0 1 0

100.0 40.7 0.0 58.5 0.0 0.8 0.0

126 75 2 46 0 3 0

100.0 59.5 1.6 36.5 0.0 2.4 0.0

120 59 0 56 3 2 0

100.0 49.2 0.0 46.7 2.5 1.7 0.0

105 47 0 53 1 3 1

100.0 44.8 0.0 50.5 1.0 2.9 1.0

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 6 もう 1 人以上の子どもを生みたいと思いますか。（1つに○） 

○ もう 1 人以上の子どもを生みたいと思うかについて、「生みたいと思う」42.1％、「生みたいと

は思わない」52.8％です。 

○ 年齢別のクロス集計結果をみると、0～1 歳では「生みたいと思う」がやや多く、2 歳以上では

「生みたいとは思わない」がやや多くなっています。小学校区別の結果は全体結果と概ね同じ

傾向です。 

 

合計 生みたい
と思う

生みたい
とは思わ
ない

未回答

746 314 394 38

100.0 42.1 52.8 5.1

132 77 54 1

100.0 58.3 40.9 0.8

120 69 51 0

100.0 57.5 42.5 0.0

118 55 61 2

100.0 46.6 51.7 1.7

126 49 73 4

100.0 38.9 57.9 3.2

120 37 80 3

100.0 30.8 66.7 2.5

105 27 74 4

100.0 25.7 70.5 3.8

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 6－1 問 6で「2．生みたいとは思わない」を選んだ方におうかがいします。どのような環境が

整えば、もう 1 人以上の子どもを生みたいと思いますか。（あてはまる番号 1つに○） 

○ もう 1人以上の子どもを生みたいと思う環境は、「その他」42.1％、「収入が増えれば生みたい」

41.9％が多くなっています。 

6.9 

41.9 

0.8 

2.3 

3.8 

42.1 

2.3 

0% 20% 40% 60%

保育所など子どもを預かってくれる環境が整えば生みたい

収入が増えれば生みたい

働くところが見つかれば生みたい

子どもを教育してくれる施設が充実していれば生みたい

家族の理解が進めば生みたい

その他

未回答

ｎ=394
問6-1 も
う1人以上
子どもを
産みたい
と思う環

境

 

○ 「その他」での主な意見をまとめると次のとおりです。 

・保育料の無料化 

・病気などの時にすぐに預かってもらえる人が近くにいること 

・妊娠、授乳での医療援助を受けられること 

・子ども医療、幼稚園補助の充実 

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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問 7 日頃、あて名のお子さんの面倒をみてもらえる人はいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

○ お子さんの面倒をみてもらえる人の有無は、「緊急のときや用事があるときに、ご自身の親や配

偶者の親、親せきにみてもらえる」59.7％が最も多くなっています。 

 

59.7 

29.4 

16.1 

11.0 

5.2 

4.2 

0% 20% 40% 60%

緊急のときや用事があるときに、ご自身の親や

配偶者の親、親せきにみてもらえる

日常的にご自身の親や配偶者の親、親せきにみてもらえる

緊急のときや用事があるときに、子どもを

みてもらえる友人や知人がいる

いずれもいない

日常的に子どもをみてもらえる友人や知人がいる

未回答

ｎ=746
問7 
日
頃
、
お
子
さ
ん
の
面
倒
を
み
て
く
れ
る
人

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

 

 

問 8 あて名のお子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人や相談できる場所はありま

すか。（1 つに○） 

○ 気軽に相談できる人や相談できる場所の有無は、家庭の状況は、「いる（ある）」92.6％です。 

92.6 4.3

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる（ある） いない（ない） 未回答

問8 子育てや教育に関する相談相手

n=746

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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問 8－1 問 8で「1．いる（ある）」を選んだ方におうかがいします。気軽に相談できる人や場所は

どこですか。（あてはまる番号すべてに○） 

○ 気軽に相談できる人や相談できる場所の有無は、家庭の状況は、「ご自身の親や配偶者の親、親

せき、（同居している）家族」83.4％、「配偶者」79.2％、「友人や知人」73.8％が多くなってい

ます。 

83.4 

79.2 

73.8 

19.8 

19.7 

15.9 

12.6 

11.6 

10.1 

3.3 

0.6 

0.1 

0.1 

0.0 

1.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ご自身の親や配偶者の親、親せき、（同居している）家族

配偶者

友人や知人

保育所の先生

近所の人

幼稚園の先生

おやこ広場、子育て支援センターなどの子育て

支援施設、NPOなどの子育て支援団体

かかりつけの医師

子どもの健診などを行ってくれる保健センター

携帯電話やインターネットの交流サイト

市役所の子育て支援担当の窓口

民生委員・児童委員、主任児童委員

キンダーカウンセラー（子育て相談を行うため

私立幼稚園に配置された臨床心理士等）

スマイルサポーター（私立保育所における

知事認定を受けた地域貢献支援員）

その他

未回答

ｎ=691
問8-1 
相談
相
手・
場所

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向ですが、3 歳以上では「幼稚

園の先生」がやや多く、20％台です。 
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2．保護者の就労状況及び今後の意向 

 

※この調査では、「フルタイム」は 1週間に 5日程度で 1日に 8時間程度の就労。「パ－ト・アルバ

イト・内職」は「フルタイム」以外の就労とします。 

 
 

問 9 あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）を、母親、父親そ

れぞれについてお答えください。（ひとり親家庭の場合は該当する設問のみ回答） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 母親の就労状況は「以前は就労していたが、現在は働いていない」43.8％が最も多く、「パ－ト・

アルバイト・内職などで働いている」21.4％、「フルタイムで働いている」15.5％と続きます。 

○ 父親の就労状況は、「フルタイムで働いている」83.8％です。 

 

合計 フルタイ
ムで働い
ている

フルタイ
ムで働い
ている
が、今は
休んでい
る（産
休・育
休・介護
休業中）

パート・
アルバイ
ト・内職
などで働
いている

パート・
アルバイ
ト・内職
などで働
いている
が、今は
休んでい
る（産
休・育
休・介護
休業中）

以前は働
いていた
が、今は
働いてい
ない

これまで
働いたこ
とがない

未回答

746 116 52 160 13 327 36 42

100.0 15.5 7.0 21.4 1.7 43.8 4.8 5.6

746 625 1 7 0 3 0 110

100.0 83.8 0.1 0.9 0.0 0.4 0.0 14.7

母親

父親

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向ですが、母親の 0～1歳では「以

前は就労していたが、現在は働いていない」が 50～60％台と多くなっています。 
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問 10 問 9の（1）または（2）で「3」または「4」（パ－ト・アルバイト等で就労している）を選

んだ方にうかがいます。フルタイムへの転換希望はありますか。（1つに○） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 母親のパ－ト・アルバイト等の方のフルタイムへの転換希望は、「パ－ト・アルバイト・内職な

どで働き続けることを希望」43.4％が最も多く、「フルタイムへの転換希望はあるが、実現でき

る見込みはない」34.1％と続きます。 

○ 父親のパ－ト・アルバイト等の方はフルタイム、パ－トタイムへの転換希望がみられます。 

合計 フルタイ
ムへの転
換希望が
あり、実
現できる
見込みが
ある

フルタイ
ムへの転
換希望は
あるが、
実現でき
る見込み
はない

パート・
アルバイ
ト・内職
などで働
き続ける
ことを希
望

パート・
アルバイ
ト・内職
などをや
めて子育
てや家事
などに専
念したい

未回答

173 13 59 75 12 14

100.0 7.5 34.1 43.4 6.9 8.1

7 2 2 2 0 1

100.0 28.6 28.6 28.6 0.0 14.3

母親

父親

 

○ 母親の子ども年齢別のクロス集計結果をみると、1～2歳の「フルタイムへの転換希望はあるが、

実現できる見込みはない」がやや多くなっています。 

母親 合計 フルタイ
ムへの転
換希望が
あり、実
現できる
見込みが
ある

フルタイ
ムへの転
換希望は
あるが、
実現でき
る見込み
はない

パート・
アルバイ
ト・内職
などで働
き続ける
ことを希
望

パート・
アルバイ
ト・内職
などをや
めて子育
てや家事
などに専
念したい

未回答

173 13 59 75 12 14

100.0 7.5 34.1 43.4 6.9 8.1

13 3 3 5 0 2

100.0 23.1 23.1 38.5 0.0 15.4

21 0 12 6 3 0

100.0 0.0 57.1 28.6 14.3 0.0

34 1 14 10 4 5

100.0 2.9 41.2 29.4 11.8 14.7

33 3 6 21 1 2

100.0 9.1 18.2 63.6 3.0 6.1

39 3 12 20 3 1

100.0 7.7 30.8 51.3 7.7 2.6

33 3 12 13 1 4

100.0 9.1 36.4 39.4 3.0 12.1

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 11 問 9の（1）または（2）で「5．」または「6．」（就労していない方）を選んだ方にうかがい

ます。働きたいという希望はありますか。（1つに○。枠内に具体的な数字を記入） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 現在は働いていない母親の就労希望は「1 年より先で、子どもが大きくなったら就労したい」

50.4％が最も多く、「すぐにでももしくは 1 年以内に希望」24.5％、「子育てや家事などに専念

したい（働く予定はない）」22.9％と続きます。 

○ 現在は働いていない父親の就労希望は、「すぐにでももしくは 1年以内に希望」66.7％です。 

合計 子育てや
家事など
に専念し
たい（働
く予定は
ない）

1年より
先、一番
下の子ど
もが、●
歳になっ
たころに
働きたい

すぐにで
も、もし
くは1年以
内に働き
たい

未回答

363 83 183 89 8

100.0 22.9 50.4 24.5 2.2

3 0 0 2 1

100.0 0.0 0.0 66.7 33.3

父親

母親

 

○ 「一番下の子どもが大きくなったら就労したい」の方の子どもが何歳になった時に就労したい

かは、0歳の母親は「3歳」が最も多く、1歳以上では「6 歳以上」が最も多くなっています。 

合計 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳以上 未回答

183 4 8 34 24 13 94 6

100.0 2.2 4.4 18.6 13.1 7.1 51.4 3.3

37 3 3 12 8 3 7 1

100.0 8.1 8.1 32.4 21.6 8.1 18.9 2.7

44 0 0 13 5 4 21 1

100.0 0.0 0.0 29.5 11.4 9.1 47.7 2.3

22 1 4 0 1 0 14 2

100.0 4.5 18.2 0.0 4.5 0.0 63.6 9.1

24 0 0 4 2 3 15 0

100.0 0.0 0.0 16.7 8.3 12.5 62.5 0.0

31 0 0 3 7 2 18 1

100.0 0.0 0.0 9.7 22.6 6.5 58.1 3.2

24 0 1 1 1 1 19 1

100.0 0.0 4.2 4.2 4.2 4.2 79.2 4.2

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

 

○ 「すぐにでも、もしくは 1 年以内に希望」の母親の希望する就労形態は「パ－トタイム、アル

バイト・内職など」91.0％が多く、1週あたり就労日数は「4日」ないし「3 日」、1日あたり就

労時間は「5 時間以上～6時間未満」ないし「6時間以上～7時間未満」が多くなっています。 
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問 11－1 問 11 の（1）または（2）で、「2．」または「3．」を選んだ方（今後働きたいと考えてお

られる方）におうかがいします。働きたい理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

○ 現在は働いていない母親の就労希望は「将来への備えのため（子どもの教育費、老後の備えな

ど）」78.4％が最も多く、他を大きく上回っています。 

 

78.4 

40.7 

21.2 

20.5 

4.4 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80%

将来への備えのため（子どもの教育費、老後の備えなど）

働かないと、暮らしていけなくなるため

仕事を通じて、自分の能力を発揮し、向上させたいため

人間関係を広げたいため

その他

未回答

ｎ=273
問

11

-1 

働

き

た

い

理

由

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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3．定期的な教育・保育サ－ビスの利用状況及び希望時間 

 

問 12 平日（月曜日から金曜日）に、幼稚園や保育所などの子どもを預かる施設やサ－ビスを「定

期的に」利用されていますか。（1つに○） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 定期的なサ－ビス利用の状況は、「利用している」65.0％、「利用していない」31.9％です。 

○ 年齢別のクロス集計結果をみると、0～1歳では「利用していない」が 60～70％台と多くなって

います。小学校区別では全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

合計 利用して
いる

利用して
いない

未回答

746 485 238 23

100.0 65.0 31.9 3.1

132 29 103 0

100.0 22.0 78.0 0.0

120 47 73 0

100.0 39.2 60.8 0.0

118 72 46 0

100.0 61.0 39.0 0.0

126 121 5 0

100.0 96.0 4.0 0.0

120 116 4 0

100.0 96.7 3.3 0.0

105 99 6 0

100.0 94.3 5.7 0.0

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 12－1 問 12 で「1. 利用している」を選んだ方におうかがいします。あて名のお子さんは、現

在、どのような施設やサ－ビスを利用していますか。年間を通じて平日（月曜日から金曜日）に

定期的に利用されているサ－ビスをお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 主に利用しているサ－ビスは、「幼稚園（通常の就園時間）」37.9％、「認可保育所（市に申し込

んで入る保育所）」34.4％です。 

○ 年齢別のクロス集計結果をみると、0～2 歳では「認可保育所（市に申し込んで入る保育所）」

が最も多く、「おやこ広場、子育て支援センタ－など子育ての仲間が集まる場」が続きます。 

○ 3 歳以上では「幼稚園（通常の就園時間）」が 50％前後を占め、「認可保育所（市に申し込んで

入る保育所）」、「幼稚園の預かり保育」が続きます。小学校区別は全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

（表は次ペ－ジ） 
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合計 幼稚園
（通常の
就園時間
だけ利用
してい
る）

幼稚園＋
幼稚園の
預かり保
育（通常
の就園時
間に利用
し、さら
に時間を
延長し
て、定期
的に預
かっても
らってい
る）

認可保育
所（市に
申し込ん
で入る保
育所）

認定こど
も園（施
設の中に
幼稚園と
保育所が
ある施
設）

家庭的保
育（保育
士などが
その自宅
などで子
どもを預
かるサー
ビス）

事業所内
保育施設
（会社や
病院が主
に従業員
のために
子どもを
預かる施
設）

市が認
証・認定
した保育
施設（認
可外だ
が、市が
定める基
準を満た
した施
設）

485 184 61 167 55 1 7 8

100.0 37.9 12.6 34.4 11.3 0.2 1.4 1.6

29 2 0 14 0 0 1 0

100.0 6.9 0.0 48.3 0.0 0.0 3.4 0.0

47 1 1 21 10 0 0 3

100.0 2.1 2.1 44.7 21.3 0.0 0.0 6.4

72 3 1 47 7 0 3 2

100.0 4.2 1.4 65.3 9.7 0.0 4.2 2.8

121 65 9 36 16 0 2 0

100.0 53.7 7.4 29.8 13.2 0.0 1.7 0.0

116 65 27 25 15 0 1 2

100.0 56.0 23.3 21.6 12.9 0.0 0.9 1.7

99 47 23 24 7 1 0 1

100.0 47.5 23.2 24.2 7.1 1.0 0.0 1.0

合計 その他の
認可外の
保育施設

居宅訪問
型保育
（ベビー
シッター
などが自
宅を訪問
して子ど
もをみて
くれる
サービ
ス）

おやこ広
場、子育
て支援セ
ンターな
ど子育て
の仲間が
集まる場

ファミ
リー・サ
ポート・
センター
（セン
ターに登
録してい
る近所の
人が子ど
もをみて
くれる
サービ
ス）

その他 未回答

485 3 0 32 2 10 3

100.0 0.6 0.0 6.6 0.4 2.1 0.6

29 0 0 10 0 3 0

100.0 0.0 0.0 34.5 0.0 10.3 0.0

47 1 0 10 0 0 1

100.0 2.1 0.0 21.3 0.0 0.0 2.1

72 1 0 11 0 2 1

100.0 1.4 0.0 15.3 0.0 2.8 1.4

121 0 0 0 1 1 0

100.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.8 0.0

116 0 0 1 0 1 0

100.0 0.0 0.0 0.9 0.0 0.9 0.0

99 1 0 0 1 3 1

100.0 1.0 0.0 0.0 1.0 3.0 1.0

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

全体

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 12－2 問 12 で「1. 利用している」を選んだ方におうかがいします。平日に定期的に利用して

いる幼稚園や保育所などについて、（1）もっとも多いパタ－ンとして現在の利用状況、（2）希

望としてはどのくらい利用したいかをそれぞれお答えください。（枠内に具体的な数字と時間帯

を記入）つけた方にうかがいます。 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ サ－ビス利用の現在と希望の比較では、1週あたり日数は、現在、希望とも「5日」が最も多く

なっています。 

合計 1日 2日 3日 4日 5日 6日以上 未回答

485 19 15 6 9 371 50 15

100.0 3.9 3.1 1.2 1.9 76.5 10.3 3.1

485 5 10 7 8 276 71 108

100.0 1.0 2.1 1.4 1.6 56.9 14.6 22.3

希望

現在

 

○ 1 日あたり利用時間は、0～2 歳では現在と希望が概ね同様ですが、3 歳以上では希望の方が  

やや長くなっています。 

現在 合計 3時間未満 3時間以上
～4時間未
満

4時間以上
～5時間未
満

5時間以上
～6時間未
満

6時間以上
～7時間未
満

7時間以上
～8時間未
満

8時間以上
～9時間未
満

9時間以上
～10時間
未満

10時間以
上～11時
間未満

485 21 10 7 160 35 41 65 59 49

100.0 4.3 2.1 1.4 33.0 7.2 8.5 13.4 12.2 10.1

29 7 0 0 1 3 5 2 4 2

100.0 24.1 0.0 0.0 3.4 10.3 17.2 6.9 13.8 6.9

47 7 1 0 2 1 7 17 5 3

100.0 14.9 2.1 0.0 4.3 2.1 14.9 36.2 10.6 6.4

72 7 0 2 4 1 9 14 12 16

100.0 9.7 0.0 2.8 5.6 1.4 12.5 19.4 16.7 22.2

121 0 0 2 52 12 6 11 15 13

100.0 0.0 0.0 1.7 43.0 9.9 5.0 9.1 12.4 10.7

116 0 5 2 51 12 9 12 14 4

100.0 0.0 4.3 1.7 44.0 10.3 7.8 10.3 12.1 3.4

99 0 4 1 49 6 5 9 9 11

100.0 0.0 4.0 1.0 49.5 6.1 5.1 9.1 9.1 11.1

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

 

希望 合計 3時間未満 3時間以上
～4時間未
満

4時間以上
～5時間未
満

5時間以上
～6時間未
満

6時間以上
～7時間未
満

7時間以上
～8時間未
満

8時間以上
～9時間未
満

9時間以上
～10時間
未満

10時間以
上～11時
間未満

485 13 6 6 21 61 63 85 52 35

100.0 2.7 1.2 1.2 4.3 12.6 13.0 17.5 10.7 7.2

29 5 0 0 0 2 2 3 5 1

100.0 17.2 0.0 0.0 0.0 6.9 6.9 10.3 17.2 3.4

47 4 1 1 0 2 2 15 5 3

100.0 8.5 2.1 2.1 0.0 4.3 4.3 31.9 10.6 6.4

72 4 2 1 0 0 5 12 11 9

100.0 5.6 2.8 1.4 0.0 0.0 6.9 16.7 15.3 12.5

121 0 0 0 11 22 15 20 13 9

100.0 0.0 0.0 0.0 9.1 18.2 12.4 16.5 10.7 7.4

116 0 2 1 3 18 20 23 12 8

100.0 0.0 1.7 0.9 2.6 15.5 17.2 19.8 10.3 6.9

99 0 1 3 7 17 18 12 6 5

100.0 0.0 1.0 3.0 7.1 17.2 18.2 12.1 6.1 5.1

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

 

注：「11時間以上」の結果は、現在、希望とも回答者 5％未満（非表示） 
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○ 利用開始時間は、現在、希望ともに「8 時～9 時」ないし「9時～10 時」が多くなっています。 

合計 6時より前 6時～7時 7時～8時 8時～9時 9時～10時 10時～11
時

11時以降 未回答

485 0 0 45 121 262 28 14 15

100.0 0.0 0.0 9.3 24.9 54.0 5.8 2.9 3.1

485 0 0 36 117 196 15 11 110

100.0 0.0 0.0 7.4 24.1 40.4 3.1 2.3 22.7

現在

希望

 

○ 利用終了時間は、0～2 歳では現在と希望がほぼ同じですが、3 歳以上では希望の方がやや遅く

なっています。 

現在 合計 15時より
前

15時～16
時

16時～17
時

17時～18
時

18時～19
時

19時～20
時

20時～21
時

21時～22
時

485 190 39 57 112 62 6 0 0

100.0 39.2 8.0 11.8 23.1 12.8 1.2 0.0 0.0

29 7 3 8 4 4 0 0 0

100.0 24.1 10.3 27.6 13.8 13.8 0.0 0.0 0.0

47 8 2 11 20 3 0 0 0

100.0 17.0 4.3 23.4 42.6 6.4 0.0 0.0 0.0

72 13 1 13 19 20 2 0 0

100.0 18.1 1.4 18.1 26.4 27.8 2.8 0.0 0.0

121 55 14 7 25 16 1 0 0

100.0 45.5 11.6 5.8 20.7 13.2 0.8 0.0 0.0

116 58 12 14 24 6 1 0 0

100.0 50.0 10.3 12.1 20.7 5.2 0.9 0.0 0.0

99 48 7 4 20 13 2 0 0

100.0 48.5 7.1 4.0 20.2 13.1 2.0 0.0 0.0

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

 

希望 合計 15時より
前

15時～16
時

16時～17
時

17時～18
時

18時～19
時

19時～20
時

20時～21
時

21時～22
時

485 31 73 71 115 56 18 8 2

100.0 6.4 15.1 14.6 23.7 11.5 3.7 1.6 0.4

29 3 2 6 4 3 1 1 0

100.0 10.3 6.9 20.7 13.8 10.3 3.4 3.4 0.0

47 3 1 8 15 6 1 0 0

100.0 6.4 2.1 17.0 31.9 12.8 2.1 0.0 0.0

72 6 0 4 21 13 8 0 1

100.0 8.3 0.0 5.6 29.2 18.1 11.1 0.0 1.4

121 10 28 14 26 16 3 1 0

100.0 8.3 23.1 11.6 21.5 13.2 2.5 0.8 0.0

116 3 23 22 31 10 1 1 1

100.0 2.6 19.8 19.0 26.7 8.6 0.9 0.9 0.9

99 6 19 16 18 8 4 5 0

100.0 6.1 19.2 16.2 18.2 8.1 4.0 5.1 0.0

4歳

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

 

注：「22時以降」の結果は、現在、希望とも回答者なし（非表示） 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 12－3 問 12 で「1．利用している」を選んだ方におうかがいします。現在、利用されている施

設などはどこにありますか。（1つに○） 

○ 利用している施設の場所は、「泉大津市内（自宅訪問を含む）」85.6％が最も多くなっています。 

85.6 12.6

0.81.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

泉大津市内（自宅訪問を含む）

泉大津市以外の市町村

泉大津市内と他の市町村の両方

未回答

問12-3 利用中の施設の場所

n=485

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

 

問 12－4 問 12 で「1．利用している」を選んだ方におうかがいします。幼稚園や保育所などの施

設やサ－ビスを利用されている主な理由は何ですか。（1つに○） 

○ サ－ビスを利用する理由は、「子どもの教育や発達のため」と「保護者が働いている」が多くな

っています。 

○ 年齢別のクロス集計結果をみると、0～2 歳では「保護者が働いている」が最も多く。3 歳以上

では「子どもの教育や発達のため」が最も多くなっています。小学校区別では全体結果と概ね

同じ傾向です。 

合計 子どもの
教育や発
達のため

保護者が
働いてい
る

保護者が
働く予定
である、
または、
仕事を探
している

保護者が
ご自身や
配偶者の
親、親せ
きの介護
をしてい
る

保護者に
病気や障
がいがあ
る

保護者が
学生であ
る

その他 未回答

485 251 217 4 0 1 0 8 4

100.0 51.8 44.7 0.8 0.0 0.2 0.0 1.6 0.8

29 12 14 1 0 0 0 2 0

100.0 41.4 48.3 3.4 0.0 0.0 0.0 6.9 0.0

47 9 33 1 0 0 0 3 1

100.0 19.1 70.2 2.1 0.0 0.0 0.0 6.4 2.1

72 14 53 1 0 0 0 3 1

100.0 19.4 73.6 1.4 0.0 0.0 0.0 4.2 1.4

121 72 48 0 0 0 0 0 1

100.0 59.5 39.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8

116 79 35 1 0 0 0 0 1

100.0 68.1 30.2 0.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.9

99 64 34 0 0 1 0 0 0

100.0 64.6 34.3 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳
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問 12－5 問 12 で「2．利用していない」を選んだ方におうかがいします。幼稚園や保育所などの

施設やサ－ビスを利用していない主な理由は何ですか。（1つに○） 

○ サ－ビスを利用していない理由は、「ご自身や配偶者が子どもの面倒をみているため、利用する

必要がない」45.4％が最も多くなっています。 

 

45.4 

2.9 

0.0 

5.5 

4.6 

0.8 

1.3 

29.4 

7.1 

2.9 

0% 20% 40% 60%

ご自身や配偶者が子どもの面倒をみているため、

利用する必要がない

ご自身の親や配偶者の親、親せきがみている

近所の人や友人・知人がみている

利用したいが、幼稚園や保育所などに空きがない

利用したいが、経済的な理由で利用できない

利用したいが、延長・夜間などの時間帯の

条件が合わない

利用したいが、サービスの質や場所などで

納得できる幼稚園や保育所などがない

子どもがまだ小さいため、●歳くらいになったら

利用しようと考えている

その他

未回答

ｎ=238

問12-5 
施設や
サービ
スを利
用して
いない
主な理
由

 

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

○ 「子どもがまだ小さいため、■歳くらいになったら利用しようと考えている」と回答した方の

利用しようと考えている子どもの年齢は 0～2 歳では「3歳」が最も多くなっています。 
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4．病児・病後児保育の利用状況及び利用希望 

 

問 13 平日に定期的に幼稚園や保育所などを利用していると答えた方（問 12で「1．利用している」

を選んだ方）に、あて名のお子さんが病気になったときの対応についておうかがいします。この

1 年間に、あて名のお子さんが病気やけがで、幼稚園や保育所などの施設やサ－ビスを利用でき

なかったことはありますか。（1つに○） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 1 年間にお子さんの病気やケガで通常の保育サ－ビスが利用できなかった経験について、「あっ

た」80.0％、「なかった」17.7％です。 

 

80.0 17.7

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 未回答

問13 子どもが病気やケガで施設やサービスを利用できなかったこと

n=485

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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問 13－1 問 13 で「1．あった」を選んだ方におうかがいします。この 1年間に、あて名のお子さ

んが病気で幼稚園や保育所などの施設やサ－ビスを利用できなかった場合の対処方法と、その日

数をお答えください。（あてはまる番号すべてに○。枠内に具体的な数字（半日でも 1日）を記入） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 経験ある方の対処方法は、「母親が仕事を休んだ」53.9％が最も多く、「ご自身の親や配偶者の

親、親せき、友人・知人にみてもらった」36.6％、「働いていない父親か母親が子どもをみた（同

居者を含む）」34.5％と続きます。 

53.9 

36.6 

34.5 

11.3 

0.8 

0.5 

0.0 

0.0 

3.1 

1.8 

0% 20% 40% 60%

母親が仕事を休んだ

ご自身の親や配偶者の親、親せき、

友人・知人にみてもらった

働いていない父親か母親が子どもをみた

父親が仕事を休んだ

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

病児保育施設を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

その他

未回答

ｎ=388

問13-1 対処方法

 

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

○ 対処方法の上位 3項目の休んだ日数は、いずれも「6日以上」が最も多くなっています。 

合計 1日 2日 3日 4日 5日 6日以上 未回答

209 14 29 30 7 25 93 11

100.0 6.7 13.9 14.4 3.3 12.0 44.5 5.3

142 20 17 20 10 22 42 11

100.0 14.1 12.0 14.1 7.0 15.5 29.6 7.7

134 13 18 20 4 21 50 8

100.0 9.7 13.4 14.9 3.0 15.7 37.3 6.0

働いていない父親か
母親

母親

親せき、友人・知人

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 13－2 問 13－1 で「1．」または「2．」を選んだ方におうかがいします。そのときに「できれば

病気の子どものための保育施設などを利用したい」と思われましたか。（1 つに○。枠内に具体的

な数字を記入） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 経験ある父親又は母親の中で病児・病後児保育の利用希望は、「できれば利用したい」45.5％、

「利用したいとは思わない」52.6％です。 

45.5 52.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できれば利用したい 利用したいと思わない 未回答

問13-2 病気の子どものための保育施設などを利用したいと思ったか

n=213

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向ですが、2 歳では「できれば

利用したい」が多くなっています。 

○ 病児・病後児保育の希望日数は「6日以上」48.5％が最も多くなっています。 
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問 13－3 問 13－2 で「1．できれば利用したい」を選んだ方におうかがいします。利用する場合、

下記のいずれのサ－ビスを利用したいですか。（あてはまる番号すべてに○） 

○ 病児・病後児保育のサ－ビス希望は、「幼稚園・保育所などに併設した施設で子どもをみてくれ

るサ－ビス」82.5％、「小児科に併設した施設で子どもをみてくれるサ－ビス」71.1％が多く、

他を大きく上回っています。 

 

82.5 

71.1 

11.3 

9.3 

2.1 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼稚園・保育所などに併設した施設で

子どもをみてくれるサービス

小児科に併設した施設で子どもをみてくれるサービス

民間事業者などが自宅を訪問し、

子どもをみてくれるサービス

ファミリー・サポート・センターに登録している人の

自宅などで子どもをみてくれるサービス

その他

未回答

ｎ=97

問13-3 利用
したいサービ

ス

 

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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5．定期的な教育・保育サ－ビスの利用希望 

 

問 14 幼稚園や保育所などの施設やサ－ビスを、現在利用している、利用していないにかかわらず、  

平日（月曜日から金曜日）にあて名のお子さんに定期的に利用させたい、あるいは定期的に利用

したい施設やサ－ビスをお答えください。（あてはまる番号すべてに○） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 定期的に利用したいサ－ビスは、「幼稚園＋幼稚園の預かり保育（通常の就園時間に利用し、さ

らに時間を延長して、定期的に預かってもらう」、「認可保育所（市に申し込んで入る保育所）」

「幼稚園（通常の就園時間）」の 3 項目が多く、次いで「認定こども園（施設の中に幼稚園と保

育所がある施設）」と続きます。 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

（表は次ペ－ジ） 

 

 

 

 

 



Ⅱ 調査結果（Ⅱ－1 就学前児童） 

27 

合計 幼稚園
（通常の
就園時間
だけ利
用）

幼稚園＋
幼稚園の
預かり保
育（通常
の就園時
間に利用
し、さら
に時間を
延長し
て、定期
的に預
かっても
らう）

認可保育
所（市に
申し込ん
で入る公
立保育所
や私立保
育園）

認定こど
も園（施
設の中に
幼稚園と
保育所が
ある施
設）

小規模な
保育施設
（主に3歳
未満の子
どもをお
おむね6～
19人預か
る施設
で、市が
認可した
もの）

家庭的保
育（保育
士などが
その自宅
などで子
どもを預
かるサー
ビス）

事業所内
保育施設
（会社や
病院が主
に従業員
のために
子どもを
預かる施
設）

746 236 301 266 183 44 29 56

100.0 31.6 40.3 35.7 24.5 5.9 3.9 7.5

132 39 40 64 39 11 4 6

100.0 29.5 30.3 48.5 29.5 8.3 3.0 4.5

120 42 43 41 43 10 4 9

100.0 35.0 35.8 34.2 35.8 8.3 3.3 7.5

118 25 39 56 31 10 5 11

100.0 21.2 33.1 47.5 26.3 8.5 4.2 9.3

126 42 62 40 26 2 6 11

100.0 33.3 49.2 31.7 20.6 1.6 4.8 8.7

120 52 58 38 29 7 3 10

100.0 43.3 48.3 31.7 24.2 5.8 2.5 8.3

105 35 57 27 15 4 7 9

100.0 33.3 54.3 25.7 14.3 3.8 6.7 8.6

合計 その他の
認可外の
保育施設

居宅訪問
型保育
（ベビー
シッター
などが自
宅を訪問
して子ど
もをみて
くれる
サービ
ス）

おやこ広
場、子育
て支援セ
ンターな
ど子育て
の仲間が
集まる場

ファミ
リー・サ
ポート・
センター

特になし
（利用す
るつもり
はない）

その他

746 6 25 151 36 20 8

100.0 0.8 3.4 20.2 4.8 2.7 1.1

132 2 2 44 12 3 2

100.0 1.5 1.5 33.3 9.1 2.3 1.5

120 0 4 39 5 3 2

100.0 0.0 3.3 32.5 4.2 2.5 1.7

118 1 4 28 4 6 0

100.0 0.8 3.4 23.7 3.4 5.1 0.0

126 1 5 14 5 5 1

100.0 0.8 4.0 11.1 4.0 4.0 0.8

120 2 4 12 5 1 2

100.0 1.7 3.3 10.0 4.2 0.8 1.7

105 0 6 14 5 2 1

100.0 0.0 5.7 13.3 4.8 1.9 1.0

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 14－1 問 14 で「13．」以外を選んだ方におうかがいします。利用したい施設などの希望する場

所はどこですか。（1つに○） 

○ 利用している施設の場所は、「泉大津市内（自宅訪問を含む）」77.0％が最も多くなっています。 

 

77.0

1.9

8.0 13.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

泉大津市内（自宅訪問を含む）

泉大津市以外の市町村

泉大津市内と他の市町村の両方

未回答

問14-1 利用したい施設などの希望する場所

n=671

 

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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6．土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望 

 

問 15 あて名のお子さんについて、土曜日、日曜日・祝日に、幼稚園や保育所などの利用希望があ

りますか。（仕事や介護などによる定期的な利用で、一時的な利用は除きます。）（1つに○。希望

のある場合は枠内に具体的な数字を記入）（親族・知人による預かりは含みません） 

○ 土曜日の定期的なサ－ビスの利用希望は、「利用する必要はない」61.1％が最も多く、「月に 1

～2回は利用したい」21.6％と続きます。 

○ 日曜日・祝日の定期的なサ－ビス利用希望は、「利用する必要はない」74.9％です。 

合計 利用する
必要はな
い

ほぼ毎週
利用した
い

月に1～2
回は利用
したい

未回答

746 456 78 161 51

100.0 61.1 10.5 21.6 6.8

746 559 15 105 67

100.0 74.9 2.0 14.1 9.0

土曜日

日曜日・
祝日

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

○ 土曜日の利用希望時間帯について、ほぼ毎週利用したい方、月に 1～2 回は利用したい方ともに

「8時」から「19時」の間です。 

土曜日の利用希望 開始時間 終了時間 

ほぼ毎週利用したい方の利用希望 
8時～9時 41.0％ 

9時～10時 35.9％ 

18時～19時 33.3％ 

17時～18時 25.6％ 

月に 1～2回は利用したい方の利用希望 
9時～10時 48.4％ 

8時～9時 30.4％ 

17時～18時 35.4％ 

18時～19時 19.9％ 

 

○ 日曜日・祝日の利用希望時間帯について、ほぼ毎週利用したい方は「7 時」ないし「9時」から、

「19時」の間です。月に 1～2回は利用したい方は「8 時」から「19 時」の間です。 

日曜日・祝日の利用希望 開始時間 終了時間 

ほぼ毎週利用したい方の利用希望 
9時～10時 46.7％ 

7時～8時 26.7％ 
18時～19時 33.3％ 

月に 1～2回は利用したい方の利用希望 
9時～10時 45.7％ 

8時～9時 30.5％ 

17時～18時 32.4％ 

18時～19時 32.4％ 
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問 16 「幼稚園」を利用されている方にうかがいます。夏休み・冬休みなど長期休暇中に、幼稚園

の利用を希望しますか。（1つに○。希望のある場合は枠内に具体的な数字を記入） 

○ 幼稚園を利用している方の長期休暇期間の利用希望は、「休みの期間中、週に数日利用したい」

44.9％、「利用する必要はない」41.5％、「休みの期間中、ほぼ毎日使いたい」11.7％です。 

41.5 11.7 44.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要はない

休みの期間中、ほぼ毎日使いたい

休みの期間中、週に数日利用したい

未回答

問16 長期休暇中の幼稚園の利用希望

n=205

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

○ ほぼ毎日使いたい方の利用希望時間帯は、およそ「8時」から「19時」の間です。 

○ 週に数日利用したい方の利用希望時間帯は、およそ「9 時」から「16 時」ないし「18時」の間

です。 

 

利用したい方の利用希望 開始時間 終了時間 

ほぼ毎日使いたい 
8時～9時 41.7％ 

9時～10時 41.7％ 

17時～18時 25.0％ 

18時～19時 20.8％ 

週に数日利用したい 9時～10時 80.4％ 
15時～16時 32.6％ 

17時～18時 27.2％ 
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7．仕事と子育ての両立について 

 

問 17 あて名のお子さんが生まれたときに、母親、父親は育児休業を取りましたか。（1つに○） 

また、「3．」「4．」を選んだ場合は、その理由を枠内の選択肢①～⑮の中から選び、その番号をすべ

て[  ]内に記入してください。 

○ 出生時の育児休業取得の有無は、母親は「働いていなかった」55.9％が最も多く、父親は「育

児休業を取らずに働いた」73.9％が最も多くなっています。 

合計 働いてい
なかった

育児休業
を取っ
た、ある
いは、今
取ってい
る

育児休業
を取らず
に働いた

育児休業
を取らず
に離職し
た

未回答

746 417 182 18 81 48

100.0 55.9 24.4 2.4 10.9 6.4

746 5 35 551 2 153

100.0 0.7 4.7 73.9 0.3 20.5

母親

父親

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

＜育児休業を取らずに働いた理由＞ 

○ 母親の理由は、「収入減となり、経済的に苦しくなる」44.4％が最も多く、「仕事が忙しかった」

「職場に育児休業の制度がなかった」22.2％と続きます。 

○ 父親の理由は、「配偶者が無職である、ご自身や配偶者の親などにみてもらえるなど、制度を利

用する必要がなかった」32.7％が最も多く、「仕事が忙しかった」30.9％と続きます。 

 

＜育児休業を取らずに離職した理由＞ 

○ 母親の理由は「子育てや家事に専念するため」49.4％が最も多く、「仕事に戻るのが難しそうだ

った」「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」23.5％と続きます。 

（※父親の回答者は 2 名のため、掲載していない） 
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問 18 1 日あたりの子どもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。平日、休日ともに平均的な時間

をお答えください。（枠内に数字を記入） また、その時間は十分だと思いますか。（1つに○） 

○ 子どもと一緒に過ごす時間は、母親は平日、休日ともに「12 時間以上」が最も多くなっていま

す。 

○ 父親は、平日は 4時間未満が多く、休日は「12時間以上」が最も多くなっています。 

 

＜子どもと一緒に過ごす時間＞ 

 平日 休日 

母親 12時間以上 44.2％ 12時間以上 83.1％ 

父親 

1時間未満       15.3％ 

1時間以上～2時間未満 15.8％ 

2時間以上～3時間未満 18.2％ 

3時間以上～4時間未満 13.5％ 

12時間以上 55.5％ 

 

○ 子どもと一緒に過ごす時間の満足度は、母親の満足度（十分だと思う＋まあまあ十分だと

思う）は 76.4％です。 

○ 父親の満足度は 42.9％、不満度（あまり十分だと思わない＋不十分だと思う）39.8％と、

同程度です。 

 

＜子どもと一緒に過ごす時間の満足度＞ 

合計 十分だと
思う

まあまあ
十分だと
思う

あまり十
分だと思
わない

不十分だ
と思う

わからな
い

未回答

746 415 155 71 35 14 56

100.0 55.6 20.8 9.5 4.7 1.9 7.5

746 118 202 163 134 22 107

100.0 15.8 27.1 21.8 18.0 2.9 14.3

母親

父親

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 19 市の子育て支援の充実に向けて、どのような考え方を基本にすべきだと思いますか。（1つに○） 

○ 市の子育て支援の充実の基本的な考え方について、「子どもの成長・発達を優先しつつ、親の就

労に配慮した子育て支援を充実する」50.8％が最も多く、「親の就労を優先しつつ、子どもの成

長・発達に配慮した子育て支援を充実する」29.5％と続きます。 

 

3.2 

29.5 

50.8 

7.4 

2.8 

6.3 

0% 20% 40% 60%

親の就労を最優先に考えた子育て支援を充実する

親の就労を優先しつつ、子どもの成長・発達に

配慮した子育て支援を充実する

子どもの成長・発達を優先しつつ、親の就労に

配慮した子育て支援を充実する

子どもの成長・発達を最優先に考えた

子育て支援を充実する

わからない

未回答

ｎ=746

問19 市の子育て支援の充実に向けて、基本にすべき考え方

 

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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問 20 あなたが仕事と子育てを両立させる上での課題は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

○ 仕事と子育てを両立させる上での課題は、「子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに子

どもをみてくれる人がいないこと」49.1％が最も多く、「子どもと接する時間が少ないこと」

32.4％、「残業や出張が入ること」29.8％と続きます。 

 

49.1 

32.4 

29.8 

22.0 

18.4 

18.4 

13.5 

3.2 

2.0 

6.6 

12.7 

0% 20% 40% 60%

子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに

子どもをみてくれる人がいないこと

子どもと接する時間が少ないこと

残業や出張が入ること

職場に子育てを支援する制度がないこと

（育児休業、子どもの看護休暇、短時間勤務など）

配偶者の協力が得られないこと

職場の理解や協力が得られないこと

子どもを預かってくれる保育所などがみつからないこと

ご自身や配偶者の親などの理解が得られないこと

子どものほかにご自身や配偶者の親などの

介護をしなければならないこと

その他

未回答

ｎ=746

問20 仕事と子育てを両立させる上での課題

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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8．小学校就学後の放課後の過ごし方の希望 

※回答者は、あて名のお子さんが 5 歳の方（105人） 

問 21 あて名のお子さんについて、小学校低学年（1～3年生）のうちは、放課後（平日の小学校終

了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいですか。低学年と高学年のそれぞれについて、あ

てはまる番号すべてに○をつけて、[  ]内に希望する日数を数字でご記入ください。 

また、仲よし学級の場合は利用希望時間を[  ]内に数字でご記入ください。（時間は、（9:00～

18:00）のように 24時間制で記入） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 小学校入学後の放課後（平日の小学校終了後）の過ごし方の希望は、「自宅」63.8％が最も多く、

「習い事（ピアノ教室、サッカ－クラブ、学習塾など）」52.4％、「仲よし学級」41.0％と続き

ます。 

63.8 

52.4 

41.0 

30.5 

25.7 

0.0 

26.7 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80%

自宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

仲よし学級

祖父母宅や友人・知人宅

放課後子ども教室

ファミリー・サポートセンター

その他（公民館、公園など）

未回答

ｎ=105

問21 

放課後

過ごさ

せたい

居場所

 

 

○ 市で実施する放課後子ども教室は週 1～2 日（低学年、高学年とも）、仲よし学級は週 5 日、時

間は下校時から「18 時」ないし「19 時」（低学年、高学年とも）です。なお、会員同士の互助

組織であるファミリ－・サポ－ト・センタ－への希望はありませんでした。 

放課後の居場所（平日） 低学年（1～3年生） 高学年（4～6年生） 

放課後子ども教室（※1） 
週1日 37.0％ 

週2日 25.9％ 

週1日 33.3％ 

週2日 14.8％ 

仲よし学級（※2） 週5日 67.4％ 週5日 25.6％ 

下校時から 
17時～18時 53.5％ 

18時～19時 27.9％ 

17時～18時 11.6％ 

18時～19時 25.6％ 

ファミリ－・サポ－ト・センタ－ 回答者なし 回答者なし 

※1「放課後子ども教室」は、地域の方々の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポ－ツ・文化

芸術活動などを体験する取組。すべての小学生が利用できる。 

※2「仲よし学級」は、保護者が仕事などで昼間に自宅にいない場合などに、指導員のもと、子どもの生活の場を

提供する。一定の負担が発生する。 



Ⅱ 調査結果（Ⅱ－1 就学前児童） 

36 

問 21－1 問 21 で「5．仲よし学級」を選んだ方におうかがいします。土曜日、日曜日・祝日それ

ぞれの利用希望をお答えください。（それぞれ 1つに○） 

○ 仲よし学級の土日の利用希望は、土曜日、日曜日・祝日ともに「利用するつもりはない」が最

も多くなっています。 

○ 土曜日の利用希望は「低学年（1～3 年生）だけ利用したい」16.3％、「低学年（1～3年生）、高

学年（4～6年生）とも利用したい」32.6％です。 

○ 日曜日・祝日の利用希望は「低学年（1～3年生）だけ利用したい」4.7％、「低学年（1～3 年生）、

高学年（4～6年生）とも利用したい」14.0％です。 

 

合計 低学年（1～3
年生）だけ利
用したい

低学年（1～3
年生）、高学
年（4～6年
生）とも利用
したい

利用するつも
りはない

未回答

43 7 14 21 1

100.0 16.3 32.6 48.8 2.3

43 2 6 32 3

100.0 4.7 14.0 74.4 7.0

土曜日

日曜日・
祝日

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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9．「一時預かり」の利用状況及び利用希望 

①一時預かり 

問 22 私用、ご自身の親や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由として、子どもを預かるサ

－ビスを「不定期に」利用しましたか。（幼稚園や保育所などの定期的な利用や、子どもが病気の

ときの保育施設などの利用は除く）あてはまる番号すべてに○をつけ、この 1年間のおおよその

利用日数を枠内に数字で入れてください。 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 不定期のサ－ビス利用経験について、「利用していない」70.1％が最も多く、利用したサ－ビス

の中では「幼稚園の預かり保育」11.3％が多くなっています。 

○ 学年別のクロス集計結果をみると、4 歳以上で「幼稚園の預かり保育」がやや多くなっていま

す。小学校区別は全体結果と概ね同じ傾向です。 

合計 一時預か
り

幼稚園の
預かり保
育

ファミ
リー・サ
ポート・
センター

トワイラ
イトステ
イ

ベビー
シッター

その他 利用して
いない

未回答

746 54 84 8 1 0 9 523 76

100.0 7.2 11.3 1.1 0.1 0.0 1.2 70.1 10.2

132 7 0 0 0 0 0 111 14

100.0 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 84.1 10.6

120 10 1 2 1 0 2 100 5

100.0 8.3 0.8 1.7 0.8 0.0 1.7 83.3 4.2

118 16 0 0 0 0 2 84 16

100.0 13.6 0.0 0.0 0.0 0.0 1.7 71.2 13.6

126 9 10 3 0 0 2 100 6

100.0 7.1 7.9 2.4 0.0 0.0 1.6 79.4 4.8

120 4 40 0 0 0 1 66 9

100.0 3.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.8 55.0 7.5

105 8 33 3 0 0 2 60 3

100.0 7.6 31.4 2.9 0.0 0.0 1.9 57.1 2.9

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

 

＜利用した年間日数＞ 

○ 幼稚園の預かり保育、ファミリ－・サポ－ト・センタ－の利用日数は幅広く、その他のサ－ビ

スは「1日～2日」ないし「3日～5日」の利用が多くなっています。 

合計 1日～2日 3日～5日 6日～10日 11日～20
日

21日～30
日

31日以上 未回答

54 17 14 6 9 1 4 3

100.0 31.5 25.9 11.1 16.7 1.9 7.4 5.6

84 11 15 22 18 6 11 1

100.0 13.1 17.9 26.2 21.4 7.1 13.1 1.2

8 3 2 1 1 0 1 0

100.0 37.5 25.0 12.5 12.5 0.0 12.5 0.0

1 1 0 0 0 0 0 0

100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

9 4 1 3 1 0 0 0

100.0 44.4 11.1 33.3 11.1 0.0 0.0 0.0

ファミリー・サポー
ト・センター

トワイライトステイ

その他

 一時預かり

幼稚園の預かり保育

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 23 私用、ご自身の親や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由とする「一時預かり」を 1

年間に何日くらい利用したいと思いますか。利用希望の有無について、あてはまる番号 1 つに○

をつけてください。また、利用したい場合、利用したい目的ごとの番号に○をつけ、枠内に日数

を記入し、合計の日数も記入してください。 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 私用やご自身の親や配偶者の親の通院、不定期な仕事などの理由から、子どもを一時的に預け

るサ－ビスの利用希望は、「利用したい」46.0％、「利用する必要はない」45.3％です。 

 

46.0 45.3 8.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用する必要はない 未回答

問23 一時預かりの不定期利用（年間）

n=746

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

○ 一時預かりの利用希望者の目的は、「私用（買物、子供（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、

リフレッシュ目的」66.5％、「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通院等」

55.1％が多くなっています。 

66.5 

55.1 

21.6 

7.3 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80%

買物、子どもたち（兄弟姉妹）やご自身の習い事、

リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもたち

（兄弟姉妹）や親の通院など

不定期の仕事

その他

未回答

ｎ=343

問23 利

用目的
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＜希望する年間日数＞ 

○ 目的別の希望日数をみると、それぞれに幅広い日数を希望しています。 

合計 1日～2日 3日～5日 6日～10日 11日～20
日

21日～30
日

31日以上 未回答

228 5 52 61 66 25 14 5

100.0 2.2 22.8 26.8 28.9 11.0 6.1 2.2

189 22 69 57 24 4 2 11

100.0 11.6 36.5 30.2 12.7 2.1 1.1 5.8

74 6 11 16 11 7 20 3

100.0 8.1 14.9 21.6 14.9 9.5 27.0 4.1

25 2 5 10 2 2 0 4

100.0 8.0 20.0 40.0 8.0 8.0 0.0 16.0

その他

 買物、習い事、リフ
レッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事
等

不定期の仕事

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

 

 

 

 

 

 

問 23－1 問 23 で「1．利用したい」を選んだ方におうかがいします。問 23 の目的であて名のお子

さんを預ける場合、どのようなサ－ビスを望みますか。（あてはまる番号すべてに○） 

○ 私用やご自身の親や配偶者の親の通院、不定期な仕事などの理由から、子どもを一時的に預け

るサ－ビスの希望は、「大規模施設で子どもを保育する事業（例：幼稚園・保育所）」77.8％が

最も多く、他を大きく上回っています。 

 

77.8 

37.9 

18.1 

1.5 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

大規模施設で子どもを保育する事業

小規模施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育する事業

その他

未回答

ｎ=343
問23-1 希

望する

サービス

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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②宿泊を必要とする一時預かり 

問 24 この 1年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子

さんを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つか

らなかった場合も含みます）。（あてはまるものすべてに○）それぞれの泊数について [ ]内に数

字でご記入ください。 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 1 年間に冠婚葬祭や家族の病気など保護者の用事により、子どもを泊りがけで家族以外にみて

もらわないといけない経験（預け先が見つからなかった場合も含む）について、「あった」22.1％、

「なかった」69.6％です。 

22.1 69.6 8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 未回答

問24 子どもを泊りがけで家族以外にみてもらわなければいけなかったこと

n=746

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

○ 経験のあった方の対処方法は、「ご自身の親や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった」

83.0％が最も多くなっています。 

合計 ご自身の
親や配偶
者の親、
親せき、
友人・知
人にみて
もらった

ショート
ステイ
（児童養
護施設な
どで一定
期間子ど
もを預か
る事業）
を利用し
た

「2」以外
の保育
サービス
（認可外
保育施
設、ベ
ビーシッ
ターな
ど）を利
用した

仕方なく
子どもを
同行させ
た

仕方なく
子どもだ
けで留守
番をさせ
た

その他

165 137 0 0 28 0 4

100.0 83.0 0.0 0.0 17.0 0.0 2.4

23 20 0 0 3 0 0

100.0 87.0 0.0 0.0 13.0 0.0 0.0

30 24 0 0 5 0 1

100.0 80.0 0.0 0.0 16.7 0.0 3.3

30 26 0 0 5 0 1

100.0 86.7 0.0 0.0 16.7 0.0 3.3

25 20 0 0 5 0 0

100.0 80.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0

27 20 0 0 6 0 1

100.0 74.1 0.0 0.0 22.2 0.0 3.7

30 27 0 0 4 0 1

100.0 90.0 0.0 0.0 13.3 0.0 3.3

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳
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○ 経験のあった方の対処方法ごとの宿泊数は「1 泊」が最も多くなっています。 

合計 1泊 2泊 3泊 4泊 5泊 6泊以上 未回答

137 39 24 16 13 17 23 5

100.0 28.5 17.5 11.7 9.5 12.4 16.8 3.6

28 8 4 1 1 2 5 7

100.0 28.6 14.3 3.6 3.6 7.1 17.9 25.0

4 1 1 0 0 1 0 1

100.0 25.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0 25.0

親せき、友人・知人

仕方なく同行

その他

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24－1 問 24 で「1．ご自身の親や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった」を選んだ

方におうかがいします。その場合の困難度はどの程度でしたか。（1つに○） 

○ 泊りがけでみてもらう際の困難度は、「特に困難ではない」53.3％が最も多く、「どちらかとい

うと困難」36.5％、「非常に困難」8.0％です。 

 

合計 非常に困難 どちらかと
いうと困難

特に困難で
はない

未回答

137 11 50 73 3

100.0 8.0 36.5 53.3 2.2

全体

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

 



Ⅱ 調査結果（Ⅱ－1 就学前児童） 

42 

10．地域の子育て支援の利用状況及び利用希望 

 

問 25 あて名のお子さんについて、現在、地域子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、

相談をする場）を利用していますか。（あてはまる番号すべてに○。おおよその利用回数を枠内に

記入） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 地域子育て支援拠点事業（親が集まって過ごしたり、相談をする場）の利用状況は、「利用して

いない」67.4％が最も多く、「地域子育て支援拠点事業（おやこ広場、子育て支援センタ－）」

19.8％、「その他類似の事業（幼稚園や保育所の園庭開放など）」11.9％です。 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向ですが、0～2 歳では「地域子

育て支援拠点事業（おやこ広場、子育て支援センタ－）」の割合がやや多くなります。 

合計 地域子育
て支援拠
点事業
（おやこ
広場、子
育て支援
セン
ター）

その他類
似の事業
（幼稚園
や保育所
の園庭開
放など）

利用して
いない

未回答

746 148 89 503 42

100.0 19.8 11.9 67.4 5.6

132 51 10 73 6

100.0 38.6 7.6 55.3 4.5

120 50 18 63 2

100.0 41.7 15.0 52.5 1.7

118 30 29 70 2

100.0 25.4 24.6 59.3 1.7

126 4 4 115 4

100.0 3.2 3.2 91.3 3.2

120 8 13 98 1

100.0 6.7 10.8 81.7 0.8

105 3 14 84 4

100.0 2.9 13.3 80.0 3.8

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示。 

＜各事業の利用頻度＞ 

 週あたり回数 月あたり回数 

地域子育て支援拠点事業 

1回 12.2％ 

2回 15.5％ 

（※未回答割合 60.8％） 

1～2回 48.0％ 

3～5回 10.8％ 

その他類似の事業 

5回 16.9％ 

1回 10.1％ 

（※未回答割合 55.1％） 

1～2回 48.3％ 
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問 26 地域子育て支援拠点事業について、今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、

利用日数を増やしたいと思いますか。（あてはまる番号すべてに○。希望する場合はおおよその利

用回数を枠内に記入） 

＜ニ－ズ量推計基礎デ－タ＞ 

○ 地域子育て支援拠点事業の利用意向は、「新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わな

い」57.2％が最も多く、「利用していないが、今後利用したい」16.9％、「すでに利用している

が、今後利用日数を増やしたい」13.7％です。 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向ですが、0 歳では「利用して

いないが、今後利用したい」が、0～2歳では「すでに利用しているが、今後利用日数を増やし

たい」がやや多くなっています。 

合計 利用して
いない
が、今後
利用した
い

すでに利
用してい
るが、今
後利用日
数を増や
したい

新たに利
用した
り、利用
日数を増
やしたり
したいと
は思わな
い

未回答

746 126 102 427 91

100.0 16.9 13.7 57.2 12.2

132 38 33 49 12

100.0 28.8 25.0 37.1 9.1

120 23 33 56 8

100.0 19.2 27.5 46.7 6.7

118 13 24 71 10

100.0 11.0 20.3 60.2 8.5

126 22 4 87 13

100.0 17.5 3.2 69.0 10.3

120 16 2 93 9

100.0 13.3 1.7 77.5 7.5

105 14 5 70 16

100.0 13.3 4.8 66.7 15.2

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示。 

＜利用希望＞ 

 週あたり回数 月あたり回数 

利用していないが、今後利用したい 
1回、2回  各 16.7％ 

（※未回答割合 60.3％） 

1～2回 44.4％ 

3～5回 15.9％ 

すでに利用しているが、今後利用日

数を増やしたい 

5回 21.6％ 

1回 12.7％ 

（※未回答割合 54.9％） 

1～2回 29.4％ 

3～5回 23.5％ 
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問 26－1 問 26 で「1．」または「2．」を選んだ方（地域子育て支援拠点事業を利用したい方）にお

うかがいします。地域子育て支援拠点事業を利用するにあたって、どのようなサ－ビスを利用し

たいですか。（あてはまる番号 3つまでに○） 

○ 地域子育て支援拠点事業で利用したいサ－ビスは、「常設の子育て親子の交流の場・遊びの場の

提供」81.1％が最も多く、「子育てに関する相談・援助」46.5％、「地域の子育て関連情報の提

供」36.8％が続きます。 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向ですが、0～2 歳では「保育所

や幼稚園の入所・利用に関する相談」が 30％前後とやや多くなっています。 

 

合計 常設の子
育て親子
の交流の
場・遊び
の場の提
供

子育てに
関する相
談・援助

地域の子
育て関連
情報の提
供

子育てに
関する講
習

地域に出
向いての
交流の場
の提供
（出張ひ
ろば）

保育所や
幼稚園の
入所・利
用に関す
る相談

さまざま
な世代と
の交流の
場の提供

家庭への
訪問支援

その他 未回答

228 185 106 84 54 12 52 40 9 4 2

100.0 81.1 46.5 36.8 23.7 5.3 22.8 17.5 3.9 1.8 0.9

71 66 35 25 24 2 17 8 1 0 0

100.0 93.0 49.3 35.2 33.8 2.8 23.9 11.3 1.4 0.0 0.0

56 40 25 14 12 4 18 11 1 1 1

100.0 71.4 44.6 25.0 21.4 7.1 32.1 19.6 1.8 1.8 1.8

37 31 11 17 7 3 9 7 3 0 1

100.0 83.8 29.7 45.9 18.9 8.1 24.3 18.9 8.1 0.0 2.7

26 20 16 13 7 0 2 8 0 0 0

100.0 76.9 61.5 50.0 26.9 0.0 7.7 30.8 0.0 0.0 0.0

18 14 9 7 2 2 3 3 1 3 0

100.0 77.8 50.0 38.9 11.1 11.1 16.7 16.7 5.6 16.7 0.0

19 13 9 7 2 1 3 3 3 0 0

100.0 68.4 47.4 36.8 10.5 5.3 15.8 15.8 15.8 0.0 0.0

5歳

全体

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

 
※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示。 
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11．子育てに関する情報や事業の認知度などについて 

 

問 27 子育てに関する情報をどのように入手していますか。（あてはまる番号 3つまでに○） 

○ 子育てに関する情報の入手先は、「近所の人、知人、友人」70.9％が最も多く、「幼稚園、保育

所、認定こども園」56.0％、「親族（親、兄弟姉妹等）」51.6％が続きます。 

70.9 

56.0 

51.6 

39.0 

34.6 

14.5 

2.4 

1.9 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80%

近所の人、知人、友人

幼稚園、保育所、認定こども園

親族（親、兄弟姉妹等）

市の広報紙・ホームページ

テレビ、ラジオ、新聞、インターネット

おやこ広場、子育て支援センター、子育て広場

その他

入手する手段・場所がわからない

未回答

ｎ=746

問27 子育てに
関する情報の入

手源

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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問 28 子育て支援サ－ビスの認知度・利用度についておうかがいします。下記の①～⑩の事業ごとに、

A～Cそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○をつけてください。 

○ 市の子育て支援事業全 10 項目の認知度は、「はい（知っている）」が 50％を超える項目は 7 項

目です。認知度が低いのは「養育支援家庭訪問事業」「家庭教育に関する学級・講座」「子育て

の総合相談窓口」です。 

○ 子育て支援事業の利用経験は、全 10項目のち、「保育所や幼稚園の園庭などの開放」「おやこ広

場」の経験が多く、それ以外の 8項目は「いいえ（利用経験なし）」が多くなっています。 

○ 子育て支援事業の利用希望の多いのは 4 項目です。利用経験が少なく、利用希望が多い項目は

「市が発行する子育て支援情報誌（子育てガイドブック等）」「家庭教育に関する学級・講座」

「子育ての総合相談窓口」です。 

 

Ａ 

知っている 

Ｂ 

利用したことがある 

Ｃ 

今後利用したい 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

①母親（父親）学級、両親学級、育児

学級 
69.0 24.7 37.9 53.4 31.2 54.8 

②保健センタ－の情報・相談サ－ビス 76.9 16.5 36.9 54.4 51.6 35.5 

③家庭教育に関する学級・講座 19.2 74.8 5.9 83.9 38.1 48.9 

④保育所や幼稚園の園庭などの開放 87.1 7.0 50.9 41.2 57.5 31.1 

⑤勤労青少年ホ－ム 58.7 35.4 28.3 63.4 34.5 53.2 

⑥子育ての総合相談窓口 41.0 53.2 3.1 87.3 42.0 45.4 

⑦市が発行する子育て支援情報誌 

（子育てガイドブック等） 
47.6 46.6 25.7 64.9 58.7 29.8 

⑧養育支援家庭訪問事業 23.5 75.1 4.4 85.3 19.6 67.6 

⑨おやこ広場（5ヶ所） 74.5 19.6 50.7 41.6 48.5 40.2 

⑩子育て広場（保健センタ－） 80.3 13.8 40.5 52.1 41.8 46.9 

※網掛けは割合の多い方を示す。 未回答は非表示 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向ですが、0～1歳では「母親（父

親）学級、両親学級、育児学級」の利用意向が 50％近くあります。 
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Ⅱ－2 小学生 
 

 

1．家族構成及び育児環境の状況 

 

問 1 あなたがお住まいの小学校区名をお答えください。（1つに○） 

○ お住まいの小学校区別の回答者割合は、「条東小学校区」は 7％台、その他の校区は 10％台です。 

 

11.1 

12.6 

10.6 

14.0 

12.1 

7.2 

13.5 

15.0 

3.9 

0% 10% 20%

戎小学校区

旭小学校区

穴師小学校区

上條小学校区

浜小学校区

条東小学校区

条南小学校区

楠小学校区

未回答

ｎ=207問1 居住の小学校区名

 

 

○ 回答者の小学校区別割合は、実際の小学校区別割合と概ね同じ割合となっています。 

 

（参考）実際の小学校区別割合（ｈ25.4.8） 

戎 旭 穴師 上條 浜 条東 条南 楠 

11.5% 14.8% 11.7% 12.9% 11.3% 9.4% 14.7% 13.6% 
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問 2 調査にお答えいただく方はどなたですか。（あて名のお子さんからみた関係）（1つに○） 

○ 調査への回答者は、「母親」82.1％です。 

82.1 6.3 8.2

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親 父親 その他 未回答

問2 回答者

n=207

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

 

 

 

問 3 あて名のお子さんが一緒に住んでいる人はどなたですか。（あて名のお子さんから見た関係）

また、近所に祖父母が住んでいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

○ 家庭の状況は、「父と母と一緒に住んでいる」64.7％が最も多く、「母と一緒に住んでいる（母

子家庭）」21.3％が続きます。 

64.7 

21.3 

17.4 

14.5 

9.7 

7.7 

1.0 

10.6 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

父と母と一緒に住んでいる

母と一緒に住んでいる（母子家庭）

祖母が近所に住んでいる

祖父が近所に住んでいる

祖母と一緒に住んでいる

祖父と一緒に住んでいる

父と一緒に住んでいる（父子家庭）

その他

未回答

ｎ=207

問3 同居者

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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問 4 お子さんの生年月日は、次のうちのどれに該当しますか。（1つに○） 

○ お子さんの年齢は「1年生」～「6年生」まで 14～17％台で概ね均等です。 

○ 回答者の小学校区別年齢割合は下表のとおりです。 

 

合計 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 未回答

207 37 36 32 33 34 29 6

100.0 17.9 17.4 15.5 15.9 16.4 14.0 2.9

23 4 5 4 3 4 3 0

100.0 17.4 21.7 17.4 13.0 17.4 13.0 0.0

26 0 6 6 5 6 3 0

100.0 0.0 23.1 23.1 19.2 23.1 11.5 0.0

22 5 4 3 3 4 3 0

100.0 22.7 18.2 13.6 13.6 18.2 13.6 0.0

29 7 6 2 4 4 6 0

100.0 24.1 20.7 6.9 13.8 13.8 20.7 0.0

25 6 3 4 3 6 3 0

100.0 24.0 12.0 16.0 12.0 24.0 12.0 0.0

15 3 2 3 3 1 3 0

100.0 20.0 13.3 20.0 20.0 6.7 20.0 0.0

28 4 6 5 7 3 3 0

100.0 14.3 21.4 17.9 25.0 10.7 10.7 0.0

31 8 4 5 4 6 4 0

100.0 25.8 12.9 16.1 12.9 19.4 12.9 0.0

全体

戎小学校区

旭小学校区

穴師小学校区

上條小学校区

浜小学校区

条東小学校区

条南小学校区

楠小学校区

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

 

○ 回答した学年別割合は、実際の学年別割合と概ね同じ割合となっています。 

 

（参考）実際の学年別児童数割合（ｈ25.9.30） 

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 

15.4% 15.1% 16.1% 17.6% 17.3% 18.1% 
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問 5 あて名のお子さんの子育てを主に行っている方はどなたですか。（あて名のお子さんからみた

関係）（1 つに○） 

○ 子育てを主に行っている方は、「主に母親」44.9％、「父母ともに」41.5％が多くなっています。 

○ 学年別のクロス集計結果をみると、1年生と 6年生では「主に母親」がやや多くなっています。

小学校区別の結果は全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

合計 父母とも 主に父親 主に母親 主に祖父
母

その他 未回答

207 86 2 93 6 13 7

100.0 41.5 1.0 44.9 2.9 6.3 3.4

37 13 0 19 0 5 0

100.0 35.1 0.0 51.4 0.0 13.5 0.0

36 21 0 13 2 0 0

100.0 58.3 0.0 36.1 5.6 0.0 0.0

32 17 0 13 1 1 0

100.0 53.1 0.0 40.6 3.1 3.1 0.0

33 15 0 16 0 2 0

100.0 45.5 0.0 48.5 0.0 6.1 0.0

34 15 0 15 1 3 0

100.0 44.1 0.0 44.1 2.9 8.8 0.0

29 5 2 17 2 2 1

100.0 17.2 6.9 58.6 6.9 6.9 3.4

全体

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 6 日頃、あて名のお子さんの面倒をみてもらえる人はいますか。（あてはまる番号すべてに○） 

○ お子さんの面倒をみてもらえる人の有無は、「緊急のときや用事があるときに、ご自身の親や配

偶者の親、親せきにみてもらえる」43.0％が最も多くなっています。 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向ですが、5 年生では「緊急の

ときや用事があるときに、子どもをみてもらえる友人や知人がいる」がやや多くなっています。 

 

合計 日常的に
ご自身の
親や配偶
者の親、
親せきに
みてもら
える

緊急のと
きや用事
があると
きに、ご
自身の親
や配偶者
の親、親
せきにみ
てもらえ
る

日常的に
子どもを
みてもら
える友人
や知人が
いる

緊急のと
きや用事
があると
きに、子
どもをみ
てもらえ
る友人や
知人がい
る

いずれも
いない

未回答

207 74 89 15 56 18 19

100.0 35.7 43.0 7.2 27.1 8.7 9.2

37 11 14 1 9 4 5

100.0 29.7 37.8 2.7 24.3 10.8 13.5

36 13 20 5 12 3 0

100.0 36.1 55.6 13.9 33.3 8.3 0.0

32 15 17 5 12 2 1

100.0 46.9 53.1 15.6 37.5 6.3 3.1

33 14 18 0 4 1 2

100.0 42.4 54.5 0.0 12.1 3.0 6.1

34 11 11 2 14 4 2

100.0 32.4 32.4 5.9 41.2 11.8 5.9

29 10 9 2 5 4 3

100.0 34.5 31.0 6.9 17.2 13.8 10.3

6年生

全体

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 7 あて名のお子さんの子育てや教育について、気軽に相談できる人や相談できる場所はありま

すか。（1 つに○） 

○ 気軽に相談できる人や相談できる場所の有無は、家庭の状況は、「いる（ある）」88.9％、「いな

い（ない）」7.7％です。 

 

88.9 7.7

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる（ある） いない（ない） 未回答

問7 子育てや教育について相談できる人（場所）

n=207

 

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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問 7－1 問 7で「1．いる（ある）」を選んだ方におうかがいします。気軽に相談できる人や場所は

どこですか。（あてはまる番号すべてに○） 

○ 気軽に相談できる人や相談できる場所の有無は、家庭の状況は、「ご自身の親や配偶者の親、親

せき、（同居している）家族」71.2％、「友人や知人」69.0％、「配偶者」60.3％が多くなってい

ます。 

 

71.2 

69.0 

60.3 

19.6 

15.8 

5.4 

2.7 

2.2 

1.1 

1.1 

0.0 

0.0 

8.2 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80%

ご自身の親や配偶者の親、親せき、（同居している）家族

友人や知人

配偶者

小学校の先生

近所の人

ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾などの習い事の先生

かかりつけの医師

おやこ広場、子育て支援センターなどの子育て

支援施設、NPOなどの子育て支援団体

仲よし学級の指導員

携帯電話やインターネットの交流サイト

民生委員・児童委員、主任児童委員

市役所の子育て支援担当の窓口

その他

未回答

ｎ=184

問7-1 相

談相手・

場所

 

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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2．保護者の就労状況及び今後の意向 

 

※この調査では、「フルタイム」は 1週間に 5日程度で 1日に 8時間程度の就労。「パ－ト・アルバ

イト・内職」は「フルタイム」以外の就労とします。 

 
 

問 8 あて名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）を、母親、父親そ

れぞれについてお答えください。（ひとり親家庭の場合は該当する設問のみ回答） 

○ 母親の就労状況は「パ－ト・アルバイト・内職などで働いている」38.4％が最も多く、「以前は

就労していたが、現在は働いていない」23.7％、「フルタイムで働いている」17.4％と続きます。 

○ 父親の就労状況は、「フルタイムで働いている」61.4％です。 

 

合計 フルタイ
ムで働い
ている

フルタイ
ムで働い
ている
が、今は
休んでい
る（産
休・育
休・介護
休業中）

パート・
アルバイ
ト・内職
などで働
いている

パート・
アルバイ
ト・内職
などで働
いている
が、今は
休んでい
る（産
休・育
休・介護
休業中）

以前は働
いていた
が、今は
働いてい
ない

これまで
働いたこ
とがない

未回答

207 36 2 80 2 49 12 26

100.0 17.4 1.0 38.6 1.0 23.7 5.8 12.6

207 127 0 1 0 2 0 77

100.0 61.4 0.0 0.5 0.0 1.0 0.0 37.2

母親

父親

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

○ 就学前児童の保護者と比べると、「パ－ト・アルバイト・内職などで働いている」の割合が増え

ています 
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問 9 問 8の（1）または（2）で「3」または「4」（パ－ト・アルバイト等で就労している）を選ん

だ方にうかがいます。フルタイムへの転換希望はありますか。（1つに○） 

○ 母親のパ－ト・アルバイト等の方のフルタイムへの転換希望は、「パ－ト・アルバイト・内職な

どで働き続けることを希望」59.8％が最も多く、「フルタイムへの転換希望はあるが、実現でき

る見込みはない」28.0％と続きます。（※父親は未回答） 

 

合計 フルタイ
ムへの転
換希望が
あり、実
現できる
見込みが
ある

フルタイ
ムへの転
換希望は
あるが、
実現でき
る見込み
はない

パート・
アルバイ
ト・内職
などで働
き続ける
ことを希
望

パート・
アルバイ
ト・内職
などをや
めて子育
てや家事
などに専
念したい

未回答

82 5 23 49 2 3

100.0 6.1 28.0 59.8 2.4 3.7

1 0 0 0 0 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

母親

父親

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

 

○ 就学前児童の保護者と比べると、「パ－ト・アルバイト・内職などで働き続けることを希望」の

割合が増えています。 
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問 10 問 8の（1）または（2）で「5．」または「6．」（就労していない方）を選んだ方にうかがい

ます。働きたいという希望はありますか。（1つに○。枠内に具体的な数字を記入） 

○ 現在は働いていない母親の就労希望は「すぐにでももしくは 1 年以内に希望」47.5％が最も多

く、「子育てや家事などに専念したい（働く予定はない）」27.9％、「1 年より先で、子どもが大

きくなったら就労したい」18.5％と続きます。 

○ 現在は働いていない父親の就労希望は、「すぐにでももしくは 1年以内に希望」100.0％です。 

 

合計 子育てや
家事など
に専念し
たい（働
く予定は
ない）

1年より
先、一番
下の子ど
もが、●
歳になっ
たころに
働きたい

すぐにで
も、もし
くは1年以
内に働き
たい

未回答

61 17 11 29 4

100.0 27.9 18.0 47.5 6.6

2 0 0 2 0

100.0 0.0 0.0 100.0 0.0

母親

父親

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

 

○ 「一番下の子どもが大きくなったら就労したい」の方の子どもが何歳になった時に就労したい

かは、「6 歳以上」が最も多くなっています。 

○ 「すぐにでも、もしくは 1 年以内に希望」の母親の希望する就労形態は「パ－トタイム、アル

バイト・内職など」86.2％が多く、1週あたり就労日数は「4日」ないし「5 日」、1日あたり就

労時間は「5 時間以上～6時間未満」52.0％、「4 時間以上～5時間未満」24.0％が多くなってい

ます。 

○ 就学前児童の保護者と比べると、「すぐにでももしくは 1年以内に希望」の割合が増えています。 
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3．仲よし学級の利用について 

 

問 11 現在、平日（月曜日から金曜日）に、仲よし学級を利用していますか。（1つに○） 

○ 平日（月曜日から金曜日）、仲よし学級の利用の有無は、「利用している」11.1％、「利用してい

ない」85.5％です。 

 

11.1 85.5

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 未回答

問11 平日の仲よし学級の利用

n=207

 

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

 

 

 

 

問 11－1 問 11 で「1．利用している」を選んだ方におうかがいします。利用している仲よし学級

について、（1）もっとも多いパタ－ンとして現在の利用状況、（2）希望としてはどのくらい利用

したいかをそれぞれお答えください。（枠内に具体的な数字と時間帯を記入） 

○ 仲よし学級の現在と希望を比べると、週あたり日数、1 日あたり時間は希望の方がやや多くな

っています。利用開始・終了時間はほぼ同じです。 

 

 週あたり日数 1日あたり時間 開始時間 終了時間 

現在 5日 52.2％ 

3時間未満 34.8％ 

8時間以上～9時間未満 

30.4％ 

13時より前 

30.4％ 

15時～16時 

21.7％ 

17時～18時 82.6％ 

  ↓   

希望 
5日 26.1％ 

6日以上 21.7％ 

3時間未満 

8時間以上～9時間未満 

9時間以上～10時間未満 

13.0％ 

（※未回答割合56.5％） 

13時より前 

34.8％ 

（※未回答割合

56.5％） 

17時～18時 30.4％ 
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問 11－2 問 11 で「1．利用している」を選んだ方に引き続きおうかがいします。仲よし学級を利

用する主な理由は何ですか。（1つに○） 

○ 仲よし学級を利用する理由は、「保護者が働いている」91.3％が最も多くなっています。 

 

91.3 

0.0 

0.0 

0.0 

8.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者が働いている

保護者が、ご自身の親や配偶者の親、

親せきの介護をしている

保護者に病気や障がいがある

保護者が学生である

その他

未回答

ｎ=23

問11-2 仲よ

し学級を利

用する主な

理由

 

 

 

 

 

問 11－3 問 11 で「1．利用している」を選んだ方に引き続きおうかがいします。土曜日と日曜日・

祝日に、仲よし学級の利用希望はありますか。（仕事や介護などによる定期的な利用で、一時的な

利用は除きます。）（1つに○。枠内に具体的な時間帯を記入） 

○ 土曜日の仲よし学級の利用希望は、「利用するつもりはない」「利用したい」ともに 47.8％です。 

○ 日曜日・祝日の仲よし学級の利用希望は、「利用するつもりはない」73.9％です。 

合計 利用する
つもりは
ない

利用した
い

未回答

23 11 11 1

100.0 47.8 47.8 4.3

23 17 5 1

100.0 73.9 21.7 4.3

土曜日

日曜日・
祝日

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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○ 土曜日の利用希望時間帯は、「8時」ないし「9時」から、「18時」ないし「19時」です。 

○ 土曜日、日曜日・祝日の利用希望時間帯は、およそ「9 時」からで、終了時間は幅広い希望が

あります。 

＜利用したい方の利用希望＞ 

 開始時間 終了時間 

土曜日 
8時～9時 27.3％ 

9時～10時 45.5％ 

17時～18時 45.5％ 

15時より前、18時～19時 18.2％ 

日曜日・祝日 9時～10時 80.0％ 

15時より前 40.0％ 

15～16時、18時～19時、20時～21時 

20.0％ 

 

 

 

 

問 11－4 問 11 で「1．利用している」を選んだ方に引き続きおうかがいします。現在通っている

仲よし学級にどのようなことを希望しますか。（あてはまる番号すべてに○。枠内に具体的な時間

を記入） 

○ 仲よし学級に期待することは、「指導内容を工夫する」39.1％、「朝の利用時間を延長する」34.8％

をはじめ、幅広い希望があります。 

39.1 

34.8 

26.1 

21.7 

34.8 

17.4 

4.3 

0% 20% 40%

指導内容を工夫する

朝の利用時間を延長する

施設や設備を改善する

夕方の利用時間を延長する

その他

特にない

未回答

ｎ=23
問11-4 仲よし学級

に希望すること

 

（※「朝の利用時間」と「夕方の利用時間」の具体的な時間帯の回答はなかった。） 
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問 11－5 問 11 で「2．利用していない」を選んだ方におうかがいします。仲よし学級を利用して

いない主な理由は何ですか。（1つに○） 

○ 仲よし学級を利用していない理由は、「利用する必要がない」68.9％が最も多くなっています。 

 

68.9

5.6

17.5 7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用する必要がない 希望内容と合わない その他 未回答

問11-5 仲よし学級を利用していない主な理由

n=177

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

 

問 11－6 問 11－5 で「2」または「3」を選んだ方におうかがいします。仲よし学級にどのような

ことを望みますか。（あてはまる番号すべてに○） 

○ 仲よし学級に期待することは、「その他」61.0％が最も多くなっています。 

19.5 

19.5 

17.1 

7.3 

61.0 

12.2 

0% 20% 40% 60% 80%

施設や設備を改善する

指導内容を工夫する

夕方の利用時間を延長する

朝の利用時間を延長する

その他

未回答

ｎ=41
問11-6 仲よし学級に希望す

ること

 

○ 「その他」での主な意見をまとめると次のとおりです。 

・高学年も利用できるようにしてほしい 

・土曜日・夏休みなどの利用時間の延長 

・定員人数を増やしてほしい 

・一時預かり、単発・短期で利用したい 

（※「朝の利用時間」と「夕方の利用時間」の具体的な時間帯の回答はなかった。） 
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4．病児・病後児保育の利用状況及び利用希望 

 

問 12 あて名のお子さんが病気になったときの対応についておうかがいします。この 1年間に、あ

て名のお子さんが病気やけがで、小学校を休んだことはありますか。（1つに○） 

○ 1 年間にお子さんの病気やケガで通常の保育サ－ビスが利用できなかった経験について、「あっ

た」52.7％、「なかった」42.5％です。 

 

52.7 42.5

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 未回答

問12 子どもが病気やケガで小学校を休んだこと

n=207

 

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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問 12－1 問 12 で「1．あった」を選んだ方におうかがいします。この 1年間に、あて名のお子さ

んが病気で小学校を休んだ場合の対処方法と、その日数をお答えください。（あてはまる番号すべ

てに○。枠内に具体的な数字（半日でも 1 日）を記入） 

○ 経験ある方の対処方法は、「母親が仕事を休んだ」47.7％が最も多く、「ご自身の親や配偶者の

親、親せき、友人・知人にみてもらった」27.5％、「働いていない父親か母親が子どもをみた（同

居者を含む）」22.9％と続きます。 

47.7 

27.5 

22.9 

11.0 

3.7 

0.0 

0.0 

0.0 

10.1 

2.8 

0% 20% 40% 60%

母親が仕事を休んだ

ご自身の親や配偶者の親、親せき、

友人・知人にみてもらった

働いていない父親か母親が子どもをみた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

父親が仕事を休んだ

保育所や病院に併設する病気の子どものための

保育施設を利用した

家事育児代行サービスを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

その他

未回答

ｎ=109

問12-1 対処方法

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

○ 対象方法上位 3 項目の休んだ日数は、いずれも「1日」が最も多くなっています。 

合計 1日 2日 3日 4日 5日 6日以上 未回答

52 20 12 8 2 3 5 2

100.0 38.5 23.1 15.4 3.8 5.8 9.6 3.8

30 17 4 4 1 1 2 1

100.0 56.7 13.3 13.3 3.3 3.3 6.7 3.3

25 5 4 4 1 3 4 4

100.0 20.0 16.0 16.0 4.0 12.0 16.0 16.0

 親せき、友人・知人

働いていない父親又は
母親

母親

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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問 12－2 問 12－1 で「1．」または「2．」を選んだ方におうかがいします。そのときに「できれば

病気の子どものための保育施設などを利用したい」と思われましたか。（1 つに○。枠内に具体的

な数字を記入） 

○ 仕事を休んだ経験のある父親又は母親の中で病児・病後児保育の利用希望は、「できれば利用し

たい」24.5％、「利用したいとは思わない」75.5％です。 

 

24.5 75.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

できれば利用したい 利用したいと思わない 未回答

問12-2 病気の子どものための保育施設を利用したいと思ったか

n=53

 

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

○ 病児・病後児保育の希望日数（年間）は「2日」23.1％、「3日」15.4％が多くなっています。 

○ 就学前児童の保護者と比べると、「利用したいとは思わない」の割合が増えています。 
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5．「一時預かり」の利用状況及び利用希望 

①一時預かり 

問 13 私用、ご自身の親や配偶者の親の通院、不定期な仕事などを理由として、子どもを家族以外

の誰かに一時的に預けたことはありましたか。（施設利用は除く）あてはまる番号すべてに○をつ

け、この 1年間のおおよその利用日数を枠内に数字で入れてください。 

○ 子どもを一時的に預けた経験は、「預けるようなことはなかった」53.6％が最も多く、「ご自身

の親や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった」34.8％と続きます。 

 

34.8 

1.4 

0.0 

0.0 

1.4 

53.6 

9.2 

0% 20% 40% 60%

ご自身の親や配偶者の親、親せき、友人・知人

にみてもらった

ファミリー・サポート・センターを利用した

トワイライトステイを利用した

家事育児代行サービスを利用した

その他

預けるようなことはなかった

未回答

ｎ=207

問13 家族
以外の誰か
に子どもを
一時的に預
けたこと

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 

○ 利用した年間日数は、預け先によって日数は異なっています。 

＜利用した年間日数＞ 

合計 1日～2日 3日～5日 6日～10日 11日～20
日

21日～30
日

31日以上 未回答

72 15 13 11 5 8 15 5

100.0 20.8 18.1 15.3 6.9 11.1 20.8 6.9

3 1 1 0 0 0 1 0

100.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

3 1 1 0 0 0 0 1

100.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

親せき、友人・知人

ファミリー・サポー
ト・センター

その他
 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 
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②宿泊を必要とする一時預かり 

問 14 この 1年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子

さんを「泊りがけで」家族以外にみてもらわないといけないことはありましたか。（預け先が見つ

からなかった場合も含む） 

あったか、なかったかについて、あてはまる番号 1つに○をつけてください。また、あった場合、

対処方法ごとの番号に○をつけ、枠内におおよその泊数を記入し、合計の日数も記入してください。 

○ 1 年間に冠婚葬祭や家族の病気など保護者の用事により、子どもを泊りがけで家族以外にみて

もらわないといけない経験（預け先が見つからなかった場合も含む）について、「あった」17.9％、

「なかった」75.8％です。 

17.9 75.8 6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 未回答

問14 家族以外に子どもを泊りがけでみてもらわなければいけなかったこと

n=207

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

○ 経験のあった方の対処方法は、「ご自身の親や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった」

91.9％が最も多くなっています。 

合計 ご自身の
親や配偶
者の親、
親せき、
友人・知
人にみて
もらった

ショート
ステイ
（児童養
護施設な
どで一定
期間子ど
もを預か
る事業）
を利用し
た

「2」以外
のサービ
ス（家事
代行サー
ビスな
ど）を利
用した

仕方なく
子どもを
同行させ
た

仕方なく
子どもだ
けで留守
番をさせ
た

その他

37 34 0 0 1 3 0

100.0 91.9 0.0 0.0 2.7 8.1 0.0

全体

 

○ ご自身の親や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった方の、その宿泊数は「6泊以上」

が最も多くなっています。 

合計 1泊 2泊 3泊 4泊 5泊 6泊以上 未回答

34 7 6 5 2 2 11 1

100.0 20.6 17.6 14.7 5.9 5.9 32.4 2.9
親せき、友人・知人

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示。 
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問 14－1 問 14 で「1．ご自身の親や配偶者の親、親せき、友人・知人にみてもらった」を選んだ

方におうかがいします。その場合の困難度はどの程度でしたか。（1つに○） 

○ 泊りがけでみてもらう際の困難度は、「特に困難ではない」70.6％が最も多く、「どちらかとい

うと困難」17.6％、「非常に困難」5.9％です。 

 

合計 非常に困
難

どちらか
というと
困難

特に困難
ではない

未回答

34 2 6 24 2

100.0 5.9 17.6 70.6 5.9

全体

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示。 

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

 



Ⅱ 調査結果（Ⅱ－2 小学生） 

67 

6．仕事と子育ての両立について 

 

問 15 1 日あたりの子どもと一緒に過ごす時間はどのくらいですか。平日、休日ともに平均的な時間

をお答えください。（枠内に数字を記入） また、その時間は十分だと思いますか。（1つに○） 

○ 子どもと一緒に過ごす時間は、母親は概ね 4 時間以上～6 時間未満が多く、休日は「12 時間以

上」が最も多くなっています。 

○ 父親は、平日は 3時間未満が多く、休日は「12時間以上」が最も多くなっています。 

 

＜子どもと一緒に過ごす時間＞ 

 平日 休日 

母親 

5時間以上～6時間未満 16.9％ 

4時間以上～5時間未満 14.0％ 

6時間以上～7時間未満 同上 

12時間以上 53.6％ 

父親 

1時間以上～2時間未満 17.4％ 

1時間未満       11.1％ 

2時間以上～3時間未満 同上 

12時間以上 30.4％ 

 

○ 子どもと一緒に過ごす時間の満足度は、母親の満足度（十分だと思う＋まあまあ十分だと思う）

は 59.0％です。 

○ 父親の満足度は 30.9％、不満度（あまり十分だと思わない＋不十分だと思う）28.5％と、同程

度です。 

 

＜子どもと一緒に過ごす時間の満足度＞ 

合計 十分だと
思う

まあまあ
十分だと
思う

あまり十
分だと思
わない

不十分だ
と思う

わからな
い

未回答

207 73 49 31 19 5 30

100.0 35.3 23.7 15.0 9.2 2.4 14.5

207 25 39 30 29 6 78

100.0 12.1 18.8 14.5 14.0 2.9 37.7

父親

母親

 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

 

○ 就学前児童の保護者と比べると、小学生保護者の方が子どもと一緒に過ごす時間、満足度とも

に低下しています。 
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問 16 あなたが仕事と子育てを両立させる上での課題は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 

○ 仕事と子育てを両立させる上での課題は、「子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに子

どもをみてくれる人がいないこと」33.3％、「子どもと接する時間が少ないこと」32.4％、「残

業や出張が入ること」24.6％が多くなっています。 

 

33.3 

32.4 

24.6 

21.3 

14.5 

12.1 

3.9 

3.9 

2.9 

6.3 

23.2 

0% 20% 40%

子どもや自分が病気やけがをしたときに代わりに

子どもをみてくれる人がいないこと

子どもと接する時間が少ないこと

残業や出張が入ること

職場に子育てを支援する制度がないこと

（育児休業、子どもの看護休暇、短時間勤務など）

配偶者の協力が得られないこと

職場の理解や協力が得られないこと

ご自身や配偶者の親などの理解が得られないこと

子どもを預かってくれる保育所などがみつからないこと

子どものほかにご自身や配偶者の親などの

介護をしなければならないこと

その他

未回答

ｎ=207

問16 仕
事と子育
ての両立
について
の課題

 

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

○ 就学前児童の保護者と比べても概ね同じ傾向です。 
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問 17 市の子育て支援の充実に向けて、どのような考え方を基本にすべきだと思いますか。（1つに○） 

○ 市の子育て支援の充実の基本的な考え方について、「子どもの成長・発達を優先しつつ、親の就

労に配慮した子育て支援を充実する」49.3％が最も多く、「親の就労を優先しつつ、子どもの成

長・発達に配慮した子育て支援を充実する」18.8％と続きます。 

 

4.3 

18.8 

49.3 

12.1 

9.7 

5.8 

0% 20% 40% 60%

親の就労を最優先に考えた子育て支援を充実する

親の就労を優先しつつ、子どもの成長・発達に

配慮した子育て支援を充実する

子どもの成長・発達を優先しつつ、親の就労に

配慮した子育て支援を充実する

子どもの成長・発達を最優先に考えた

子育て支援を充実する

わからない

未回答

ｎ=207問17 市

の子育

て支援

の充実

に向け

ての基

本的な

考え方

 

 

○ 年齢別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 

○ 就学前児童の保護者と比べても概ね同じ傾向です。 
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7．子どもの普段の過ごし方 

 

問 18 平日の放課後および休日のあて名のお子さんの普段の過ごし方で 1番多いものについて、時

間帯ごとに、枠内の選択肢の中からあてはまる番号（①から⑩）を 1 つだけ選んで記入してくだ

さい。 

○ 平日の放課後および休日の過ごし方の現状について、平日の 14～16時は「授業などで学校にい

る」、16～18 時は「家や公園などで友だちと過ごす」、18～20 時と 20 時以降は「保護者や兄弟

姉妹などの家族と過ごす」が最も多くなっています。 

○ 休日は「保護者や兄弟姉妹などの家族と過ごす」が最も多くなっています。 

 

平日 合計 授業など
で学校に
いる

仲よし学
級で過ご
す

保護者や
兄弟姉妹
などの家
族と過ご
す

家事育児
代行サー
ビスなど
を利用す
る

家や公園
などで友
だちと過
ごす

公民館な
ど公共の
施設にい
る

地域活動
に参加す
る（子ど
も会活
動、ス
ポーツ活
動）

学習塾や
習い事へ
行く

家で、ひ
とりで勉
強などを
する

207 154 12 5 0 10 0 0 1 5

100.0 74.4 5.8 2.4 0.0 4.8 0.0 0.0 0.5 2.4

207 1 16 32 0 83 0 1 38 15

100.0 0.5 7.7 15.5 0.0 40.1 0.0 0.5 18.4 7.2

207 0 0 157 0 0 0 1 24 2

100.0 0.0 0.0 75.8 0.0 0.0 0.0 0.5 11.6 1.0

207 0 0 164 0 0 0 0 6 1

100.0 0.0 0.0 79.2 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 0.5

207 0 0 142 0 25 0 4 10 0

100.0 0.0 0.0 68.6 0.0 12.1 0.0 1.9 4.8 0.0

14～16時

16～18時

18～20時

20時以降

休日

 

注：回答者数が少ないため、「その他」「未回答」は非表示 

※上段は回答者数、下段は比率。網掛けは各項目の第 1位表示 

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向ですが、18～20時では 3 年生

以上では「学習塾や習い事へ行く」が 1割半ばとやや多くなっています。 
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問 19 お住まいの地域が、自然に囲まれている、文化施設が充実しているなど、子どもにとって自

然、社会、文化などの体験をしやすい環境であると考えますか。（1つに○） 

○ 子どもにとって自然、社会、文化などの体験をしやすい環境であるかについて、「体験をしやす

いとは思わない」51.2％が最も多くなっています。 

 

15.0 51.2 18.4 11.6

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体験をしやすいと思う

体験をしやすいとは思わない

どちらでもない

わからない

未回答

問19 子どもにとって自然、社会、文化などを体験しやすい環境と思うか

n=207

 

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向ですが、浜小学校区では「体

験をしやすいと思う」が多くなっています。 

 

 



Ⅱ 調査結果（Ⅱ－2 小学生） 

72 

問 20 あて名のお子さんが参加したことがある地域での自然体験、社会参加、文化活動はどれです

か。（あてはまる番号すべてに○） 

○ 子どもの地域の自然体験、社会参加、文化活動の参加状況は、「地域の活動（地域のお祭りや運

動会など）」50.2％が最も多く、「参加したことがない」30.0％、「体験学習活動（ものづくり体

験など）」23.7％、「スポ－ツ活動」「青少年団体活動（子ども会活動など）」各 21.7％と続きま

す。 

50.2 

23.7 

21.7 

21.7 

14.0 

8.7 

2.4 

2.4 

2.4 

1.0 

0.5 

0.5 

30.0 

2.9 

0% 20% 40% 60%

地域の活動（地域のお祭りや運動会など）

体験学習活動（ものづくり体験など）

スポーツ活動

青少年団体活動（子ども会活動など）

野外活動（キャンプなど）

文化芸術活動

ボランティア活動

社会福祉活動（高齢者訪問など）

環境教育活動（自然観察など）

環境分野での社会貢献活動（リサイクル活動など）

国際交流活動（ホームステイなど）

その他

参加したことがない

未回答

ｎ=207

問20 参加したことのある体験・活動

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向ですが、上條小学校区と楠小

学校区では「参加したことがない」が多く、浜小学校区では「青少年団体活動（子ども会活動

など）」が多くなっています。 

 

問 20－1 問 20 で「13．参加したことがない」を選んだ方におうかがいします。あて名のお子さん

がこれまで参加していない主な理由は何ですか。（1つに○） 

○ 参加したことのない子どもの不参加理由について、「活動に関する情報がなく参加しにくい」

30.6％が最も多く、「活動の内容に興味や関心がない」25.8％と続きます。 

30.6 

19.4 

8.1 

9.7 

3.2 

25.8 

3.2 

0.0 

0% 20% 40%

活動に関する情報がなく参加しにくい

知り合いなどがおらず参加しにくい

初めての人が参加しにくい雰囲気がある

参加の時間帯が合わない

費用がかかる

活動の内容に興味や関心がない

その他

未回答

ｎ=62

問20-1 参加し

ていない理由
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問 21 あて名のお子さんが参加したことはないが、今後参加させたいと思っている地域における自

然体験、社会参加、文化活動は何ですか。（あてはまる番号 3 つまでに○） 

○ 子どもに参加させたい地域の自然体験、社会参加、文化活動は、「体験学習活動（ものづくり体

験など）」36.2％、「スポ－ツ活動」「野外活動（キャンプなど）」各 30.9％が多くなっています。 

 

36.2 

30.9 

30.9 

24.2 

18.8 

15.9 

14.5 

8.7 

6.8 

5.8 

4.3 

1.4 

15.9 

0% 20% 40%

体験学習活動（ものづくり体験など）

スポーツ活動

野外活動（キャンプなど）

国際交流活動（ホームステイなど）

環境教育活動（自然観察など）

ボランティア活動

地域の活動（地域のお祭りや運動会など）

青少年団体活動（子ども会活動など）

文化芸術活動

社会福祉活動（高齢者訪問など）

環境分野での社会貢献活動（リサイクル活動など）

その他

未回答

ｎ=207

問21 今

後子ども

に参加さ

せたいと

思う体

験・活動

 

 

○ 学年別、小学校区別のクロス集計結果も全体結果と概ね同じ傾向です。 
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8．お子さんの就学前の教育・保育 

 

問 22 あて名のお子さんについて、就学前（0～5歳）に主にどこで教育・保育を受けていましたか。

（1つに○） 

○ お子さんの就学前の教育・保育の状況は、「幼稚園（公立・私立）」66.2％が最も多く、「保育所

（公立・私立）」27.1％と続きます。 

66.2 

27.1 

0.0 

2.4 

0.5 

1.0 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80%

幼稚園（公立・私立）

保育所（公立・私立）

認可外保育所

認定こども園

その他の施設

利用していなかった

未回答

ｎ=207

問22 子どもの就学前に主に教育・保

育を受けていた場所

 

 

 

問 22－1 問 22 で「1」から「5」までを選んだ方（いずれかを利用していた方）にうかがいます。

その施設を選んだ主な理由は何ですか。（1つに○） 

○ 就学前の教育・保育を利用していた方の施設の選択理由について、「その他」28.6％が最も多く、

「保護者が就労しているため」25.1％、「兄弟姉妹が利用しているため」22.1％と続きます。 

22.1 

10.1 

25.1 

13.1 

28.6 

1.0 

0% 20% 40%

兄弟姉妹が利用しているため

子どもの友達が利用していたため

保護者が就労しているため

保護者の利用ニーズにあったため

その他

未回答

ｎ=199
問22-1 その施設を選んだ理

由

 

○ 「その他」での主な意見をまとめると次のとおりです。 

・自宅から近かった 

・方針が良い 

・友だちをつくってあげるため 
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問 22－2 問 22 で「1」から「5」までを選んだ方（いずれかを利用していた方）にうかがいます。

年度途中で、他のところへ変更したいと思ったことがありましたか。（1つに○） 

○ 年度途中で施設を変更したいと思ったことは、「あった」12.6％、「なかった」85.9％です。 

12.6 85.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あった なかった 未回答

問22-2 年度途中で他のところへ変更したいと思ったこと

n=199

 

 

 

 

問 22－3 問 22－2 で「1．あった」を選んだ方にうかがいます。年度途中で変更をしたいと思った

主な理由は何ですか。（1つに○） 

○ 年度途中で施設を変更したいと思った主な理由は、「その他」40.0％が最も多く、「その施設の

教育・保育内容や考え方との相違があったため」28.0％、「保護者の就労状況が変わったため」

20.0％と続きます。 

20.0 12.0 28.0 40.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

保護者の就労状況が変わったため

家庭の状況が変わったため

その施設の教育・保育内容や考え方との相違があったため

その他

未回答

問22-3 年度途中で変更したいと思った理由

n=25

 

○ 「その他」に挙げられた意見は概ね次のとおりです。 

・場所のこと（遠い、通勤に便利な場所にしたい） 

・運営内容のこと（料金が高い、先生がなっていない、民営化で保育方針が変わった） 

・上記以外（就労したい、親戚と同じ園に入れたい、小学校に向けて友達を増やたい） 
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問 22－4 問 22－2 で「1．あった」を選んだ方にうかがいます。実際に年度途中で変更をしました

か。（1つに○） 

○ 年度途中で施設を変更したいと思った方のうち、実際に年度途中で変更したかについて、「変更

した」20.0％、「変更しなかった」80.0％です。 

20.0 80.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

変更した 変更しなかった 未回答

問22-4 実際に年度途中で変更をしたか

n=25

 

 

 

 

 

問 22－5 問 22－4 で「2．変更しなかった」を選んだ方にうかがいます。変更をしなかった主な理

由は何ですか。（1つに○） 

○ 年度途中で施設を変更したいと思った方のうち、年度途中で変更しなかった方のその理由につ

いて、「その他」50.0％、「がまんをしたため」45.0％です。 

0.0

45.0 50.0

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

手続きが面倒だったため がまんをしたため その他 未回答

問22-5 変更しなかった理由

n=20

 

○ 「その他」での主な意見をまとめると次のとおりです。 

・子どもの友達が多かった、子どもが嫌がった 

・先生が良かった 
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就学前児童 問 29、小学生 問 23 

 本市の子育て支援や環境づくりについてのご意見、ご提案をお書き下さい。（自由記入） 

 

 主な意見・提案 

就学前児童 ・ 保育所待ちの解消、保育所の定員拡大 

・ 一時預かりの充実（土日、休日） 

・ 3 歳児の預かり保育の充実、時間延長（幼稚園） 

・ 病児保育の充実 

・ 認定こども園についての情報提供 

・ 仲よし学級の時間延長、学年拡大 

・ 保育料の軽減、私立幼稚園就園の補助（助成）実施 

・ 乳幼児医療費助成の拡大（小学校卒業まで） 

・ 公園の整備、遊具の更新 

・ 子育てがしやすい市である 

小学生 ・ 安全に遊べる場所の充実（公園、グランド、広場、外で遊ぶ場所） 

・ 仲よし学級の時間延長、学年拡大、内容充実 

・ 子どもが病気の時に預かってくれる場所 

・ 学校のクーラー設置 
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（参考）調査結果を用いたニ－ズ量推計手順概略 
 

STEP 1 家庭類型別の就学前児童数の算出 

 

 

 

    × 

 

 

 

 

 

    × 

 

 

 

 

 

    × 

 

 

 

 

    ↓ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配偶者の有無 

母親・父親の就労形態 

   × 

母親の今後の就労希望* 

幼稚園・保育所等の利用状況 

   × 

今後の利用希望 

子どもの年齢区分 

（0 歳、1～2歳、3 歳以上） 

*父親の大半がフルタイム就労であり、
就労状況の変更希望も少ないことに鑑
み、作業の簡素化のために母親の就労状
況の変化に着目した算出方法 

就労形態と定期的なサ－ビス利用希望に基づく、家庭類

型（8タイプ）別の児童数の算出 
①タイプ A  ひとり親家庭 

②タイプ B  フルタイム×フルタイム 

③タイプ C  フルタイム×パ－トタイム（長時間就労） 

④タイプ C’ フルタイム×パ－トタイム（短時間就労） 

⑤タイプ D  専業主婦（夫） 

⑥タイプ E  パ－トタイム×パ－トタイム（長時間就労） 

⑦タイプ E’ パ－トタイム×パ－トタイム（短時間就労） 

⑧タイプ F  無業×無業 
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STEP 2 教育・保育別ニ－ズ量の推計 

 

            → 

 

 

 

 

            → 

 

 

 

 

            → 

 

 

 

 

            → 

 
 

1 号認定（認定こど

も園及び幼稚園）の

計画年度別ニ－ズ量 

該当する家庭類型×3歳以上× 

幼稚園又は認定こども園の希望（＝

利用意向率）×年度別推計児童数* 

*児童数推計値は実績から算出 

2 号認定（幼稚園の

希望が強い）の計画

年度別ニ－ズ量 

該当する家庭類型×3歳以上× 

幼稚園の希望（＝利用意向率）× 

年度別推計児童数* 

2 号認定（認定こど

も園及び保育所）の

計画年度別ニ－ズ量 

該当する家庭類型×3歳以上× 

何らかのサ－ビス利用希望（＝利用

意向率）×年度別推計児童数* 

3 号認定（認定こど

も園及び保育所＋地

域型保育）の計画年

度別ニ－ズ量 

該当する家庭類型×0歳、1～2歳× 

幼稚園以外の利用希望（＝利用意向

率）×年度別推計児童数* 
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STEP 3 地域子ども・子育て支援事業ニ－ズ量の推計 

 

            → 

 

 

 

 

            → 

 

 

 

 

            → 

 

 

 

 

 

 

①時間外保育事業

（延長保育）の計画

年度別ニ－ズ量 

該当する家庭類型×0～5歳× 

幼稚園以外の利用希望時間（＝利用

意向率）×年度別推計児童数* 

*児童数推計値は実績から算出 

②放課後児童健全育

成事業の計画年度別

ニ－ズ量 

該当する家庭類型×5歳× 

放課後児童クラブの低学年・高学年

別利用希望（＝利用意向率）× 

年度別推計児童数* 

③子育て短期支援事

業（ショ－トステイ）

の計画年度別ニ－ズ

量 

該当する家庭類型×0～5歳× 

子育て短期支援事業利用＋仕方な

く留守番の実績（＝利用意向率）× 

利用意向日数×年度別推計児童数* 
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            → 

 

 
 

 

            → 

 

 

 

 

            → 

 

 
 
 

 

            → 

 

 

 
※トワイライトステイ：仕事等の理由により、休日や夜間に児童養護施設等で子どもを一時的に

預かる事業 

④地域子育て支援拠

点事業の計画年度別

ニ－ズ量 

該当する家庭類型×0～2歳× 

地域子育て支援拠点事業の利用実

績＋利用希望（＝利用意向率）× 

利用意向日数×年度別推計児童数* 

⑤－1 幼稚園在園児

の一時預かり事業

（預かり保育）の計

画年度別ニ－ズ量 

該当する家庭類型×3～5歳× 

1 号認定の不定期利用希望×幼稚

園・保育所の一時預かりの利用実績

（＝利用意向率）× 

利用意向日数×年度別推計児童数* 

該当する家庭類型×3～5歳× 

2 号認定（幼稚園の希望が強い）の

不定期利用希望（＝利用意向率）×

利用意向日数×年度別推計児童数* 

⑤－2 幼稚園児以外

の一時預かり事業

（トワイライトステ

イ、ファミサポの一

部）の計画年度別ニ

－ズ量 

すべての家庭類型×0～5歳× 

不定期利用希望（＝利用意向率）× 

利用意向日数×年度別推計児童数*

－（在園児の一時預かり日数＋ベビ

－シッタ－等の利用日数） 
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            → 

 

 

 

 

 

            → 

 

 

 
 

 

※注 

上記以外のニ－ズ量推計の必要な 4 事業（利用者支援事業、妊婦に対する健康診査、乳児家庭

全戸訪問事業、養育支援訪問事業等）については、国で統一した算出方法は示されていない。 

 

 

⑥病児保育事業、フ

ァミリ－・サポ－

ト・センタ－事業［病

児・緊急対応強化事

業］の計画年度別ニ

－ズ量 

該当する家庭類型×0～5歳× 

病児・病後児保育の利用希望（＝利

用意向率）× 

利用意向日数×年度別推計児童数* 

⑦就学児のファミリ

－・サポ－ト・セン

タ－の計画年度別ニ

－ズ量 

すべての家庭類型×5歳× 

ファミリ－・サポ－ト・センタ－の

低学年・高学年別利用希望（＝利用

意向率）× 

利用意向日数×年度別推計児童数*

－（在園児の一時預かり日数＋ベビ

－シッタ－等の利用日数） 


